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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧
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不
況
の
影
繕
を
ま
と
も
に
同
呑
て
、
女
子
学
生
の
就
職
か
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
男
女
の
雇

用
が
警
高
等
に
な
る
ほ
ず
。
の
「
機
会
均
等
さ
が
あ
り
よ
が
り
、
女
子
ば
か
り
が
門
前

払
い
を
食
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
施
行
以
来
九
年
目
、
こ
う
し
た
状
況
務
}
改
善
し
さ

7
と
、
労

働
省
で
は
、
三
月
四
日
、
「
事
業
主
が
講
ず
る
よ
っ
に
努
め
る
べ
者
措
置
に
つ
い
て
の
一
部
を

改
正
す
る
置
ホ
」
「
女
子
労
働
基
準
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
を
制
定
し
た
が
・
:。

高
ま
る
「
均
等
法
」
由
正
の
本
格
的
議
論
に
向
け
、
労
使
の
主
事
務
聞
き
、
あ
る
べ
き
法
制
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っ
き
り
違
い
が
見
え
た
。
激
し

い
論
議
が
夕
方
六
時
半
ま
で
続

い
た
が
、
満
員
の
会
場
は
ほ
と

ん
ど
帰
る
人
も
い
な
か
っ
た
。

こ
の
「
編
集
会
議
」
を
受
け

て
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
の
半

世
紀
f
」
は
、
第
一
期
が
九
月

か
ら
十
一
月
、
第
二
期
が
来
年

二
月
か
ら
五
月
ま
で
各
期
六
回

ず
つ
(
隔
週
)
開
催
さ
れ
る
。

¥円
〆
五
月
二
十
九
日
の

河
J

日
曜
日、

横
浜
空
襲

-M
一
の
跡
を
た
ど
る
ツ
ア

ノた
¥
l
に
参
加
し
た
。
横

(
浜
の
住
民
と
な
っ
て

三
十
余
年
だ
が
、
横
浜
空
襲
の

こ
と
を
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
い

と
思
っ
た
か
ら
だ
。
四
時
間
ほ

ど
歩
く
と
い
う
。
痛
め
て
い
る

膝
が
心
配
だ
っ
た
が
、
ゆ
っ
く

り
歩
け
ば
何
と
か
な
る
、
と
出

か
け
た
。
今
年
は
五
十
回
患
で
、

新
聞
に
も
大
き
く
出
た
た
め
も

あ
っ
て
百
人
近
い
参
加
者
。
若

い
人
も
い
て
頼
も
し
い
V
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
う
横
浜
東
口
か

ら
二
二
二
分
。
川
(
惟
子
川
)

に
万
里
橋
と
い
う
小
さ
な
古
び

た
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
郷
静

子
さ
ん
の
小
説
「
れ
く
い
え
む」

で
主
人
公
の
母
が
橋
桁
に
へ
ば

り
つ
い
て
火
を
避
け
た
あ
の
橋

が
、
今
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
マ
十
分
も
歩
く
と
平
沼
商
届

街
。
京
浜
急
行
の
高
架
の
上
に

黒
ず
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

台
、
錆
び
た
鉄
骨
が
あ
る
。
階

設
の
跡
も
見
え
る
。
昔
、
平
沼

駅
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
の

駅
は
空
襲
で
焼
け
た
あ
と
遂
に

復
興
す
る
乙
と
が
な
か
っ
た
。

横
浜
に
残
る
唯

一
の
戦
争
の
跡

と
い
う
。
京
浜
急
行
に
乗
っ
て

こ
こ
を
通
っ
た
こ
と
が
何
千
回

も
あ
る
。
だ
が
こ
こ
に
駅
が
あ

っ
た
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
V
横
浜
の
空
襲
は
約
三
十

回
も
あ
っ
た
が
、
最
大
の
も
の

が
五
月
二
十
九
日
だ
っ
た
。
午

前
九
時
二
十
二
分
、
来
襲
し
た

Bm五
百
十
七
機
、
護
衛
の
P

日
戦
闘
機
百

一
機
。
六
百
十
八

機
の
飛
行
機
は
空
を
蓋
す
る
よ

う
で
一
瞬
暗
く
な
っ
た
と
。一

時
間
八
分
の
う
ち
に
洛
と
し
た

焼
夷
弾
四
十
三
万
発
。
あ
の
東

京
大
空
襲

(
三
月
十
日
)
の
B

mの
数
が
三
百
機
だ
っ
た
こ
と

を
思
う
と
凄
さ
が
分
か
ろ
っ
。

そ
し
て
四
主
ハ
百
余
へ
か
死
ん

だ
V
参
加
し
た
若
い
人
の
中
に

は
爆
弾
と
焼
夷
弾
の
違
い
を
知

ら
な
い
人
も
い
た
。
焼
夷
弾
は

紙
と
木
の
日
本
m出家
を
燃
や
し

尽
く
す
た
め
作
ら
れ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
頃
は
更
に
効
果
箸

し
い
ナ
パ
1
ム
弾
と
な
る
V
京

急
黄
金
町
駅
で
は
逃
げ
込
ん
だ

人
に
火
が
襲
い
か
か
り
ホ
1
ム

へ
の
階
段
は
焼
死
体
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。
犠
牲
者
六
百
人
余
。

戦
後
慰
霊
の
地
蔵
尊
が
作
ら
れ

た
。
今
そ
の
地
蔵
は
南
区
三
春

台
の
普
門
院
の
境
内
に
移
さ
れ

て
い
る
。
参
加
者
を
代
表
し
て

中
学
生
二
人
が
花
束
を
揮
げ

た
。
お
地
蔵
さ
ん
は
、
今
も
赤

い
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
っ

て
い

た
。

に
つ
い
て
討
論
'
区
合
っ
と
、
五
月
二
十
八
日
、
全
逓
会
館
ホ
ー
ル
(車
京
・
後
楽
)
で
「
激
論
H
・

『
均
等
法
』
の
改
正
を
め
ぐ
っ
下
ん
せ
っ
す
る
、
女
子
学
生
の
就
職
と
女
性
労
働

l
i」
(
主

催
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
「
女
性
と
労
働
引
」

)
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
布

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
松
本
惟
子
(
連
倉
副
事
務
局
長
・
女
性
局
長
)
、
荒
川
春
(
日
経
連
労

務
管
理
部
長
)
、
中
野
麻
美
(弁
護
士
)
さ
匂
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
去
、
小
菅
山
津
子
さ
ん

(N

H
K解
誌
著
貝
)
が
務
め
向

「
均
等
法
」
改
正
に
向
け

♂
V
U

財
界
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
討
論

同
法
は
施
行
以
前
か
ろ
さ
ま
e

が
、
均
等
法
の
強
化
と
規
制
緩

ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
和
は
必
ず
、
セ

ッ
ト
で
出
さ
れ

き
た
が
、
施
行
後
、
そ
れ
が
一
る
。
本
格
改
正
で
は
ど
の
よ
う

層
明
色
か
に
な
っ
て
い
る
。
努
に
な
る
の
か
、
注
目
さ
れ
る
」

力
義
務
規
定
が
多
い
、
定
年
・
と
小
宮
山
さ
ん
。

解
雇
な
ど
の
禁
止
規
定
に
罰
則
三
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら

が
な
い
と
い
っ
た
点
に
加
え
、
の
、
均
等
法
を
め
ぐ
る
現
在
の

女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
が
な
状
回
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起

ぃ
、
調
停
委
で
の
調
停
が
こ
れ
で
は
ー
。

ま
で
に
一
件
も
な
い
、
と
い
う
松
本
さ
ん
は
、
同
法
が
女
子

現
状
。
し
か
も
己
の
と
こ
ろ
の
を
対
象
と
し
た
法
体
系
で
あ
る

不
況
で
、
企
業
は
探
用
時
に
『
優
た
め
に
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
点
が

秀
な
男
性
が
多
か
っ
た
』
『
男
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

「
女
性

子
の
内
定
数
を
確
保
し
た
の
だ
り
が
、
年
を
取
っ
て
い
る
、

で
、
女
子
が
探
れ
な
か
っ
た
』
結
婚
し
て
い
る
、
子
供
が
い
る
、

と
い
う
理
由
で
女
子
を
探
ら
な
介
護
を
す
る
人
が
い
る
か
な
ど

く
な
っ
て
い
る
。

「
そ
乙
で
、
を
間
わ
れ
た
り
、
伝
統
的
な
一

探
用
人
数
、
女
子
を
不
利
益
に
般
職
・
パ

l
ト
は
女
性
の
み
募

扱
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
だ
集
で
い
い
と
か
、
職
種
と
し
て

男
性
を
対
象
と
し
て
い
な
い
も

の
|
|
例
え
ば
、
パ
ス
ガ
イ
ド

な

ギ
ー

は
、
お
客

5
7ズ

が
あ
る
か
ら
若
年
定
年
で
い
い

な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も
均
等

法
が
歯
止
め
に
は
な
っ
て
い
な

い」

。
苦
情
処
理
は
、
労
使
の

自
主
努
力
が
基
本
。
調
停
に
持

っ
て
い
く
に
も
使
用
者
の
同
意

が
い
る
と
い
う
仕
組
み
だ
か

ら、

一
件
の
調
停
も
無
い
の
だ

と
。

「
女
性
の
差
別
は
人
権
問

題
。
国
の
規
範
で
き
ち
ん
と
す

べ
き
。
性
に
よ
る
差
別
を
罰
則

を
持
っ
た
も
の
に
」
と
松
本
さ

ん
は
言
、
っ
。

一
方
、
荒
川
さ
ん
は
、
「
均

等
法
は
、
企
業
内
で
は
絶
対
的

規
範
。企
業
に
比
べ
、
家
庭
内
・

地
域
内
で
は
同
法
の
主
旨
が
一

般
的
な
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い

な
い
」
と
、
企
業
が
努
力
し
て

い
る
乙
と
を
力
説
す
る

一
方、

「
長
期
雇
用
の
で
き
る
人
を
麗

い
た
い
し
、
家
計
の
維
持
者
が

男
だ
と
い
う
考
『
え
が
依
然
と
し

て
あ
り
、
不
況
に
な
る
と
、
男

女
の
対
比
を
考
-
え
て
し
ま
『
つ
。

女
性
を
活
用
し
た
い
意
識
は
強

い
が
、
矛
盾
が
生
じ
、
産
業
界

の
負
い
自
に
な
っ
て
い
る
の
も

事
実
」
と
言
う
。
調
停
委
に
つ

い
て
は
、
現
場
で
労
使
が
解
決

し
て
い
く
の
が
一
番
だ
と
発

一言。
こ
う
し
た
荒
川
さ
ん
の
意
見

を
受
け
る
よ
う
に
中
野
さ
ん

は
、
差
別
撤
廃
条
約
の
精
神
を

シンポジウム左から小富山さん、松本さん、
荒川さん、中野さん

解
き
な
が
色
、
「
企
業
が
改
め

な
り
れ
ば
な
ち
な
い
こ
と
を
す

べ
て
女
性
の
せ
い

(家
庭
責
任

・
就
労
意
欲
)
」
に
す
る
の
は

心
外
、
と
反
論
。
妊
娠
し
た
ら
、

肩
た
た
き
を
さ
れ
、
コ
ス
ト
と

会場からも職場の男女の不平等な現実か官吾られた

歴史認識を向い直す

間担問盟諸~盟諸

日本ジャーナリスト会議主催

出
=
=
=
三
=
三
三
三
=
三
=
三
一三
三
=
=
=
=
=
=
三
三
-
-
三
三
三
=
=
三
主
三
三
三
三
三
=
=
-
=
=
=
三
三
=
=
=
=
=
=
-
-
=
=
=
=
=
=
三
一
=
=
=
=
一
三
=
=
=
=
=
一
三
=
=
=
=
=
=
三
=
三
三
三
三
三
=
=
三
一
三
三
三
三
三
三
=
=
=
=
=
=
E
E
三
=
三
三
三
三
三
三
=
=
=
=
=
=
三
三
=
=
=
三
三
=
三
三
三
一
=
三
=
三
三
三
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
問

川
川
川
川
川
川
川

川

川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川

川
川

川
川
引
川
州
川

備
。
色
別
に
細
か
く
刻
み
、
箱
に
入

い
る
気
分
に
は
な
り
ま
し
た
が
。

川

川

川

料

自

叫

川

和

川
葺

川

川

川
一

四

日

山

川

叫

畠

山

白

川

れ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
し
ん
ぺ
い
さ
ん
」
が
用
意
し
た
川

川

lz
g
i
!"d
l
i
HH
UH-
訴
し

a-副
l
小

さ

な

薬

害

入
れ
て
売
り
歩
下
語
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル
川

川

縁

4

4

1

、

J
-
3
A
l
!

い
て
い
ま
す
。
町
中
総
出
産
、
こ
寺
院
の

Z
ア
ン
ド
・
グ
ラ
ス
の
聖
母
川

川
ま
た
ま
た
お
祭
り
の
話
し
で
恐
縮
で
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
作
っ
て
き
ろ
に
も
届
き
ま
し
弓
の
事
だ
と
思
う

(何
故
か
お
じ
い
さ
言
。
お
手
伝
い
グ
ル
ー
プ
の
人
数
川

川

固

な

の

で

す

が

・

。

い
る
様
子
は
楽
し
そ
う
で
、
私
は
内
「
コ
メ
、
ノ

(搬
な
わ
け
な
い
で
ん
た
ち
は
い
な
い
)。

ゃ
、
患
な
ど
を
考
え
て
決
め
た
そ
川

川

太

ロ

l
マ
か
ら
北
に
車
で
約
二
時
心
「
同
じ
阿
呆
な
ら
踊
ち
に
や
領
、
し
ょ
)
」
と
い
長
で
、
土
曜
日
の
日
伊
ア
カ
デ
ミ
ア
の
作
業
場
も
、
う
で
す
。下
絵
を
道
路
に
張
り
つ
け
、
川

川

い

う

街

が

あ

り

ま

す

。
人
口
八
千
人
し
た
。
，

た
。
「
徹
夜
に
な
る
か
ら
、
覚
悟
し
山
に
入
っ
て
、
野
に
咲
く
花
を
集
め
ま
す
。
木
工
ボ
ン
ド
を
水
で
溶
い
た
川

川
程
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
毎
年
六
月
さ
て
、
ス
ペ
ロ
に
は
、
日
伊
ア
カ
て
き
て
ね
」
と
い
う
言
葉
も
軽
く
闇
る
と
こ
ろ
か
ら
雲
る
の
だ
そ
う
で
警
ス
プ
レ
ー
で
銀
り
掛
け
ま
す
川

川

初

め

頃

の

葉

討

を

あ

げ

て

詰

デ

ミ

ア

と

い

う

団

体

が

あ

り

ま

す

。

さ
流
し

。
作
業
着
に
防
寒
具
。
と
す
が
、
時
間
的
な
余
裕
の
無
い
我
々
と
、
風
に
よ
っ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
川

川

@

祭

り

」

が

行

わ

れ

ま

す

。
街
突
た
ロ
1
7
に
き
住
ん
で
お
ら
れ
る
牧
の
辺
り
は
、
拐
の
冷
え
込
み
が
厳
し
は
、
様
々
な
色
の
カ

l
Tシ
ョ
ン
票
少
な
く
な
り
ま
す
。
色
と
色
と
川

川

一

一

ち

が

広

場

や

道

に

、

様

々

な

色

の

花

の

境

は

、

レ

タ

ス

の

種

を

焼

い

て

よ

山

一

「

び

ら

や

木

の

葉

種

な

ど

を

使

つ

;

。

、

?

〉

伝

】

雲

、

)

l

ヒ
1
ミ
ル
で
細
か
く
挽
い
た
も
の
川

川

口

て

、

幾

何

学

震

や

具

象

画

室

、

ス

¥

コ

T
J
印

E
堕
F
hリ
を

乗

せ

て

い

き

ま

し

た

。
議

員

川

川

見

事

な

「

装

」

の

作

品

主

曜

日

v

ノ

J
Y
L
κ
ν
3
1
空
P
P
M

家
二
名
と
お
手
伝
い
十
四
名
。
総
鈴
川

川

の

夕

刻

か

ら

一

晩

が

か

り

で

描

い

て

十

六

名

の

共

同

作

業

。
「
塁
人
グ
川

一
語
彦
経
駐
日
目
戸
時
徹
夜
の
「
花
絵
ヘ
つ
く
り
に
参
加
郡
山
詰
弓
ω
笹
川

川

言

葉

奪

三

一

議

卿

が

「

花

絵

」

;

;

君

主

審

し

た

の

は

一
や
は
川

川
順
位
の
よ
を
そ
ろ
り
そ
ろ
虫
」
歩
い
て
行
田
さ
ん
と
い
幕
画
家
の
方
が
中
心
い
そ
う
な
の
で
す
。
ス
ペ
ロ
の
中
心
を
活
用
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
室
長
が
明
け
て
露
で
し
た
。

川

川

貯

丘

き

ま

す

。
と
の
聖
体
行
列
島
に
、
と
な
り
、
若
者
向
け
の
簡
単
な
宿
泊
官
、
ウ
ン
ア
リ
ア
地
方
の
街
の
作
自
に
咲
く
「
ハ
リ
エ
ニ
シ
ダ
」

。

あ
ち
こ
ち
で
作
業
界
わ
れ
て
い
川

川
河
単
作
品
審
豪
語
れ
順
位
が
つ
け
ち
襲
も
備
え
て
お
り
、
や
は
り
語
り
の
例
に
漏
れ
ず
、
丘
の
上
に
警
告
「
ウ
イ
キ
ョ
ウ
」
の
襲
。
茶
色
る
土
曜
の
夜
か
ら
目
隠
の
明
け
方
に
川

川

M鎚
れ

ま

す

。

家
の
「
し
ん
ぺ
い
さ
ん
」

(名

芝

ま

す
。
霊
祭
言
伊
ア
カ
一
玉
は
レ
タ
ス
の
種
。
宵
な
い
し
紫
は
か
け
て
、
街
は
独
特
の
雰
囲
気
で
包
川

川

RM
と
の
季
節
、
イ
タ
リ
ア
章
宏
」
知
ら
な
い
)
と
い
う
方
が
、
管
理
人
ア
を
探
し
て
登
っ
て
雪
と
、
街
は
矢
車
草
な
ど
。
そ
ご
た
花
を
ま
ま
れ
て
い
ま
す
。
街
全
体
を
巻
き
込
川

川
智
印
刷
う
し
た
「
装
り
」
が
行
わ
れ
て
お
を
兼
ね
て
ア
ト
リ
エ
議
え
て
お
ら
す
で
に
花
の
香
り
に
満
ち
て
お
り
、
リ
四
霊
に
裁
断
し
て
い
き
ま
す
o

ん
で
い
る
、
わ
く
わ
く
の
波
動
。
欽
川

川

必

り

、

ロ

1
マ
近
郊
で
は
ジ
ヱ
ン
ツ
ァ
れ
る
の
で
す
。彼
ろ
が
中
心
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で
作
業
用
の
テ
ン
ト
が
設
何
百
本
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
警
の
使
い
す
ぎ
て
手
は
痛
く
な
っ
た
川

川

m

l

ノ
の
花
祭
り
が
有
名
で
、
私
書
街
の
住
人
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
と
し
蛍
さ
れ
、
下
絵
語
い
た
り
の
作
業
む
し
り
、
懇
切
り
刻
む
作
業
は
想
け
れ
ど
、
参
加
し
て
室
長
し
か
川

川

♂

年

見

に

行

っ

て

い

ま

し

た

。
「
室
長
作
に
加
わ
る
が
、
手
伝
い
に
来
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
横
で
は
、
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
花
に
図
ま
え
惜
し
む
ら
く
は
、
花
粉
症
の
川

川
，
は
通
常
地
元
の
グ
ル
ー
プ
の
競
作
ま
せ
ん
か
と
い
う
お
競
い
が
、
私
の
お
ば
あ
さ
ん
も
総
出
で
花
の
下
準
れ
て
、
す
ご
く
、
管
沢
な
事
を
し
て
悪
化
の
み
、
で
す
c

川

出
=
=
=
=
=
一
三
三
=

み
あ
わ
な
い
こ
と
を
露
骨
に
言

わ
れ
、
産
休
明
け
に
出
社
す
る

と
、
代
替
の
若
い
人
に
代
え
る

と
言
わ
れ
た
ら
、
何
人
の
人
が

や
る
気
を
持
っ
て
勤
め
続
け
ち

れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
闘
う
。

就
業
中
の
差
別
は
、
年
金
差

と
い
う
終
身
差
別
と
し
て
付
い

て
く
る
も
の
、
規
制
緩
和
を
す

る
な
ら
、
完
全
な
平
等
を
実
現

し
て
か
ら
、
と
語
っ
た
。

平
等
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

「
労
使
の
意
見
は
一
致
し
な

い
、
就
業
意
識
、
実
態
は
男
女

違
う
の
で
禁
止
規
定
に
レ
た
ら

若
い
女
性
の
法
律
ガ
イ
ド

大
一
合
恭
子
・
福
島
瑞
穂
著
・
四
六
判
並
製
二
八
O
頁

定
価
一
五
四
五
円

出叫
.
教
師
、
友
だ
ち
‘
恋
人
、
上
司
:・

マ
ル
チ
に
楽
し
く
生
き

よ
う
と
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
ト
ラ
ブ
ル
の

M
m
J
u
m
え
る
。
ト
ラ
ブ

ル
が
中
じ
た
時
の
法
律
的
な
解
決
法
を
女
性
弁
必
七
が
伝
M
M
c

東京神田神保町有斐閣剖 3(

一
十
歳
の
法
律
ガ
イ
ド

六
十
歳
の
法
律
ガ
イ
ド

引
世
紀
家
族
ヘ
務
官
難
問

木
村
耳
目
介
ほ
か
著

定
価
一
三
八

O
円

木
村
晋
介
ほ
か
著

定
価
一
四
回
二
円

落
合
恵
美
子
著

定
価
一
六
四
八
円
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新
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一
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時
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本
料
理
術
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家
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の
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イ
プ
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白
恥
川
仇
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h
戸

別
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時

短
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電
子
レ
ン
シ
の
小
鉢
集
他
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か
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便
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M
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FW¥
だ
し
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本
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弘
法
抗
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堀

本

虞

子

の

ガ

ン

パ

レ

ひ

と

り

の

ご

は

ん

z

pcり
で
も
食
休
っ
き
り
上
手

‘バ
リ
ノ
弘

ν土
今

一

【
之
れ
な
ら
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
】

包
匂
仁
左

一
代
問
印
刷
、
っ前
紗
れ
れ
お

平
、
ー
ノ
レ
ノ

一

応
川
、
少
ほ
料
開
s

な
ら
で
は
の
多
彩
な
実
川

A
f

?
J
明
・i

f

一
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手
銀
き
で
楽
し
い
自
炊
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飽
き
な
い

・
食
べ
き
れ
る
料

日
U
M
h
h
山

4
L

理
術

.
形
で
分
け
る
料
理
術

・
海
藻
、
夜
物
な
と
の
元

E
E
Z
r
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かと
一以
て
も
安
心
手
料
理

坂
本
魔
子
著
・
炎
の
な
い
調
理
の
す
す
め

電
化
製
品
を
使
い
こ
な
し
て
首
は

が
ら
の
懐
し
い
昧
を
、
一
人
で
も
安
全
に
簡
単
に
作
る
手
引
書
。

*
1
3
0
0円

.いそがし/:)さん便利本f

園
食
晶
添
加
物
と
つ
帯
、
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法

憎
唱
尾
清
著
・
な
く
す
ま
で
の
自
己
防
衛

変
わ
っ
た
添
加
物
の
表
示
を
と
う
読

み
と
う
対
処
し
た
ら
良
い
の
か
に
、
ズ
パ
リ
答
え
る
実
用
容
。
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1
3
0
0円

問
先
リ
ワ
オ
】
'u料
理
・
匙
肘
記
/

西
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残
っ
た
料
浬
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ム
タ
に

せ
す
、短
時
間
で
「
新
し
い
お
か
す
」
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
便
利
注
。
*
1
2
0
0
円
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界
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鍋
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北
か
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勲
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療
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八
|
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療
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で
。
巻
頭
カ
ラ
l
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧
-ヒ刀シ::>，し11$概究室n

不
況
の
影
繕
を
ま
と
も
に
同
呑
て
、
女
子
学
生
の
就
職
か
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
男
女
の
雇

用
が
警
高
等
に
な
る
ほ
ず
。
の
「
機
会
均
等
さ
が
あ
り
よ
が
り
、
女
子
ば
か
り
が
門
前

払
い
を
食
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
施
行
以
来
九
年
目
、
こ
う
し
た
状
況
務
}
改
善
し
さ

7
と
、
労

働
省
で
は
、
三
月
四
日
、
「
事
業
主
が
講
ず
る
よ
っ
に
努
め
る
べ
者
措
置
に
つ
い
て
の
一
部
を

改
正
す
る
置
ホ
」
「
女
子
労
働
基
準
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
を
制
定
し
た
が
・
:。

高
ま
る
「
均
等
法
」
由
正
の
本
格
的
議
論
に
向
け
、
労
使
の
主
事
務
聞
き
、
あ
る
べ
き
法
制

ii i望
書i註
主義52
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っ
き
り
違
い
が
見
え
た
。
激
し

い
論
議
が
夕
方
六
時
半
ま
で
続

い
た
が
、
満
員
の
会
場
は
ほ
と

ん
ど
帰
る
人
も
い
な
か
っ
た
。

こ
の
「
編
集
会
議
」
を
受
け

て
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
の
半

世
紀
f
」
は
、
第
一
期
が
九
月

か
ら
十
一
月
、
第
二
期
が
来
年

二
月
か
ら
五
月
ま
で
各
期
六
回

ず
つ
(
隔
週
)
開
催
さ
れ
る
。

¥円
〆
五
月
二
十
九
日
の

河
J

日
曜
日、

横
浜
空
襲

-M
一
の
跡
を
た
ど
る
ツ
ア

ノた
¥
l
に
参
加
し
た
。
横

(
浜
の
住
民
と
な
っ
て

三
十
余
年
だ
が
、
横
浜
空
襲
の

こ
と
を
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
い

と
思
っ
た
か
ら
だ
。
四
時
間
ほ

ど
歩
く
と
い
う
。
痛
め
て
い
る

膝
が
心
配
だ
っ
た
が
、
ゆ
っ
く

り
歩
け
ば
何
と
か
な
る
、
と
出

か
け
た
。
今
年
は
五
十
回
患
で
、

新
聞
に
も
大
き
く
出
た
た
め
も

あ
っ
て
百
人
近
い
参
加
者
。
若

い
人
も
い
て
頼
も
し
い
V
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
う
横
浜
東
口
か

ら
二
二
二
分
。
川
(
惟
子
川
)

に
万
里
橋
と
い
う
小
さ
な
古
び

た
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
郷
静

子
さ
ん
の
小
説
「
れ
く
い
え
む」

で
主
人
公
の
母
が
橋
桁
に
へ
ば

り
つ
い
て
火
を
避
け
た
あ
の
橋

が
、
今
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
マ
十
分
も
歩
く
と
平
沼
商
届

街
。
京
浜
急
行
の
高
架
の
上
に

黒
ず
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

台
、
錆
び
た
鉄
骨
が
あ
る
。
階

設
の
跡
も
見
え
る
。
昔
、
平
沼

駅
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
の

駅
は
空
襲
で
焼
け
た
あ
と
遂
に

復
興
す
る
乙
と
が
な
か
っ
た
。

横
浜
に
残
る
唯

一
の
戦
争
の
跡

と
い
う
。
京
浜
急
行
に
乗
っ
て

こ
こ
を
通
っ
た
こ
と
が
何
千
回

も
あ
る
。
だ
が
こ
こ
に
駅
が
あ

っ
た
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
V
横
浜
の
空
襲
は
約
三
十

回
も
あ
っ
た
が
、
最
大
の
も
の

が
五
月
二
十
九
日
だ
っ
た
。
午

前
九
時
二
十
二
分
、
来
襲
し
た

Bm五
百
十
七
機
、
護
衛
の
P

日
戦
闘
機
百

一
機
。
六
百
十
八

機
の
飛
行
機
は
空
を
蓋
す
る
よ

う
で
一
瞬
暗
く
な
っ
た
と
。一

時
間
八
分
の
う
ち
に
洛
と
し
た

焼
夷
弾
四
十
三
万
発
。
あ
の
東

京
大
空
襲

(
三
月
十
日
)
の
B

mの
数
が
三
百
機
だ
っ
た
こ
と

を
思
う
と
凄
さ
が
分
か
ろ
っ
。

そ
し
て
四
主
ハ
百
余
へ
か
死
ん

だ
V
参
加
し
た
若
い
人
の
中
に

は
爆
弾
と
焼
夷
弾
の
違
い
を
知

ら
な
い
人
も
い
た
。
焼
夷
弾
は

紙
と
木
の
日
本
m出家
を
燃
や
し

尽
く
す
た
め
作
ら
れ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
頃
は
更
に
効
果
箸

し
い
ナ
パ
1
ム
弾
と
な
る
V
京

急
黄
金
町
駅
で
は
逃
げ
込
ん
だ

人
に
火
が
襲
い
か
か
り
ホ
1
ム

へ
の
階
段
は
焼
死
体
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。
犠
牲
者
六
百
人
余
。

戦
後
慰
霊
の
地
蔵
尊
が
作
ら
れ

た
。
今
そ
の
地
蔵
は
南
区
三
春

台
の
普
門
院
の
境
内
に
移
さ
れ

て
い
る
。
参
加
者
を
代
表
し
て

中
学
生
二
人
が
花
束
を
揮
げ

た
。
お
地
蔵
さ
ん
は
、
今
も
赤

い
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
っ

て
い

た
。

に
つ
い
て
討
論
'
区
合
っ
と
、
五
月
二
十
八
日
、
全
逓
会
館
ホ
ー
ル
(車
京
・
後
楽
)
で
「
激
論
H
・

『
均
等
法
』
の
改
正
を
め
ぐ
っ
下
ん
せ
っ
す
る
、
女
子
学
生
の
就
職
と
女
性
労
働

l
i」
(
主

催
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
「
女
性
と
労
働
引
」

)
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
布

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
松
本
惟
子
(
連
倉
副
事
務
局
長
・
女
性
局
長
)
、
荒
川
春
(
日
経
連
労

務
管
理
部
長
)
、
中
野
麻
美
(弁
護
士
)
さ
匂
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
去
、
小
菅
山
津
子
さ
ん

(N

H
K解
誌
著
貝
)
が
務
め
向

「
均
等
法
」
改
正
に
向
け

♂
V
U

財
界
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
討
論

同
法
は
施
行
以
前
か
ろ
さ
ま
e

が
、
均
等
法
の
強
化
と
規
制
緩

ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
和
は
必
ず
、
セ

ッ
ト
で
出
さ
れ

き
た
が
、
施
行
後
、
そ
れ
が
一
る
。
本
格
改
正
で
は
ど
の
よ
う

層
明
色
か
に
な
っ
て
い
る
。
努
に
な
る
の
か
、
注
目
さ
れ
る
」

力
義
務
規
定
が
多
い
、
定
年
・
と
小
宮
山
さ
ん
。

解
雇
な
ど
の
禁
止
規
定
に
罰
則
三
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら

が
な
い
と
い
っ
た
点
に
加
え
、
の
、
均
等
法
を
め
ぐ
る
現
在
の

女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
が
な
状
回
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起

ぃ
、
調
停
委
で
の
調
停
が
こ
れ
で
は
ー
。

ま
で
に
一
件
も
な
い
、
と
い
う
松
本
さ
ん
は
、
同
法
が
女
子

現
状
。
し
か
も
己
の
と
こ
ろ
の
を
対
象
と
し
た
法
体
系
で
あ
る

不
況
で
、
企
業
は
探
用
時
に
『
優
た
め
に
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
点
が

秀
な
男
性
が
多
か
っ
た
』
『
男
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

「
女
性

子
の
内
定
数
を
確
保
し
た
の
だ
り
が
、
年
を
取
っ
て
い
る
、

で
、
女
子
が
探
れ
な
か
っ
た
』
結
婚
し
て
い
る
、
子
供
が
い
る
、

と
い
う
理
由
で
女
子
を
探
ら
な
介
護
を
す
る
人
が
い
る
か
な
ど

く
な
っ
て
い
る
。

「
そ
乙
で
、
を
間
わ
れ
た
り
、
伝
統
的
な
一

探
用
人
数
、
女
子
を
不
利
益
に
般
職
・
パ

l
ト
は
女
性
の
み
募

扱
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
だ
集
で
い
い
と
か
、
職
種
と
し
て

男
性
を
対
象
と
し
て
い
な
い
も

の
|
|
例
え
ば
、
パ
ス
ガ
イ
ド

な

ギ
ー

は
、
お
客

5
7ズ

が
あ
る
か
ら
若
年
定
年
で
い
い

な
ど
、
い
ず
れ
の
場
合
も
均
等

法
が
歯
止
め
に
は
な
っ
て
い
な

い」

。
苦
情
処
理
は
、
労
使
の

自
主
努
力
が
基
本
。
調
停
に
持

っ
て
い
く
に
も
使
用
者
の
同
意

が
い
る
と
い
う
仕
組
み
だ
か

ら、

一
件
の
調
停
も
無
い
の
だ

と
。

「
女
性
の
差
別
は
人
権
問

題
。
国
の
規
範
で
き
ち
ん
と
す

べ
き
。
性
に
よ
る
差
別
を
罰
則

を
持
っ
た
も
の
に
」
と
松
本
さ

ん
は
言
、
っ
。

一
方
、
荒
川
さ
ん
は
、
「
均

等
法
は
、
企
業
内
で
は
絶
対
的

規
範
。企
業
に
比
べ
、
家
庭
内
・

地
域
内
で
は
同
法
の
主
旨
が
一

般
的
な
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い

な
い
」
と
、
企
業
が
努
力
し
て

い
る
乙
と
を
力
説
す
る

一
方、

「
長
期
雇
用
の
で
き
る
人
を
麗

い
た
い
し
、
家
計
の
維
持
者
が

男
だ
と
い
う
考
『
え
が
依
然
と
し

て
あ
り
、
不
況
に
な
る
と
、
男

女
の
対
比
を
考
-
え
て
し
ま
『
つ
。

女
性
を
活
用
し
た
い
意
識
は
強

い
が
、
矛
盾
が
生
じ
、
産
業
界

の
負
い
自
に
な
っ
て
い
る
の
も

事
実
」
と
言
う
。
調
停
委
に
つ

い
て
は
、
現
場
で
労
使
が
解
決

し
て
い
く
の
が
一
番
だ
と
発

一言。
こ
う
し
た
荒
川
さ
ん
の
意
見

を
受
け
る
よ
う
に
中
野
さ
ん

は
、
差
別
撤
廃
条
約
の
精
神
を

シンポジウム左から小富山さん、松本さん、
荒川さん、中野さん

解
き
な
が
色
、
「
企
業
が
改
め

な
り
れ
ば
な
ち
な
い
こ
と
を
す

べ
て
女
性
の
せ
い

(家
庭
責
任

・
就
労
意
欲
)
」
に
す
る
の
は

心
外
、
と
反
論
。
妊
娠
し
た
ら
、

肩
た
た
き
を
さ
れ
、
コ
ス
ト
と

会場からも職場の男女の不平等な現実か官吾られた

歴史認識を向い直す

間担問盟諸~盟諸

日本ジャーナリスト会議主催
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問

川
川
川
川
川
川
川

川

川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川

川
川

川
川
引
川
州
川

備
。
色
別
に
細
か
く
刻
み
、
箱
に
入

い
る
気
分
に
は
な
り
ま
し
た
が
。

川

川

川

料

自

叫

川

和

川
葺

川

川

川
一

四

日

山

川

叫

畠

山

白

川

れ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
し
ん
ぺ
い
さ
ん
」
が
用
意
し
た
川

川

lz
g
i
!"d
l
i
HH
UH-
訴
し

a-副
l
小

さ

な

薬

害

入
れ
て
売
り
歩
下
語
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル
川

川

縁

4

4

1

、

J
-
3
A
l
!

い
て
い
ま
す
。
町
中
総
出
産
、
こ
寺
院
の

Z
ア
ン
ド
・
グ
ラ
ス
の
聖
母
川

川
ま
た
ま
た
お
祭
り
の
話
し
で
恐
縮
で
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
作
っ
て
き
ろ
に
も
届
き
ま
し
弓
の
事
だ
と
思
う

(何
故
か
お
じ
い
さ
言
。
お
手
伝
い
グ
ル
ー
プ
の
人
数
川

川

固

な

の

で

す

が

・

。

い
る
様
子
は
楽
し
そ
う
で
、
私
は
内
「
コ
メ
、
ノ

(搬
な
わ
け
な
い
で
ん
た
ち
は
い
な
い
)。

ゃ
、
患
な
ど
を
考
え
て
決
め
た
そ
川

川

太

ロ

l
マ
か
ら
北
に
車
で
約
二
時
心
「
同
じ
阿
呆
な
ら
踊
ち
に
や
領
、
し
ょ
)
」
と
い
長
で
、
土
曜
日
の
日
伊
ア
カ
デ
ミ
ア
の
作
業
場
も
、
う
で
す
。下
絵
を
道
路
に
張
り
つ
け
、
川

川

い

う

街

が

あ

り

ま

す

。
人
口
八
千
人
し
た
。
，

た
。
「
徹
夜
に
な
る
か
ら
、
覚
悟
し
山
に
入
っ
て
、
野
に
咲
く
花
を
集
め
ま
す
。
木
工
ボ
ン
ド
を
水
で
溶
い
た
川

川
程
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
毎
年
六
月
さ
て
、
ス
ペ
ロ
に
は
、
日
伊
ア
カ
て
き
て
ね
」
と
い
う
言
葉
も
軽
く
闇
る
と
こ
ろ
か
ら
雲
る
の
だ
そ
う
で
警
ス
プ
レ
ー
で
銀
り
掛
け
ま
す
川

川

初

め

頃

の

葉

討

を

あ

げ

て

詰

デ

ミ

ア

と

い

う

団

体

が

あ

り

ま

す

。

さ
流
し

。
作
業
着
に
防
寒
具
。
と
す
が
、
時
間
的
な
余
裕
の
無
い
我
々
と
、
風
に
よ
っ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
川

川

@

祭

り

」

が

行

わ

れ

ま

す

。
街
突
た
ロ
1
7
に
き
住
ん
で
お
ら
れ
る
牧
の
辺
り
は
、
拐
の
冷
え
込
み
が
厳
し
は
、
様
々
な
色
の
カ

l
Tシ
ョ
ン
票
少
な
く
な
り
ま
す
。
色
と
色
と
川

川

一

一

ち

が

広

場

や

道

に

、

様

々

な

色

の

花

の

境

は

、

レ

タ

ス

の

種

を

焼

い

て

よ

山

一

「

び

ら

や

木

の

葉

種

な

ど

を

使

つ

;

。

、

?

〉

伝

】

雲

、

)

l

ヒ
1
ミ
ル
で
細
か
く
挽
い
た
も
の
川

川

口

て

、

幾

何

学

震

や

具

象

画

室

、

ス

¥

コ

T
J
印

E
堕
F
hリ
を

乗

せ

て

い

き

ま

し

た

。
議

員

川

川

見

事

な

「

装

」

の

作

品

主

曜

日

v

ノ

J
Y
L
κ
ν
3
1
空
P
P
M

家
二
名
と
お
手
伝
い
十
四
名
。
総
鈴
川

川

の

夕

刻

か

ら

一

晩

が

か

り

で

描

い

て

十

六

名

の

共

同

作

業

。
「
塁
人
グ
川

一
語
彦
経
駐
日
目
戸
時
徹
夜
の
「
花
絵
ヘ
つ
く
り
に
参
加
郡
山
詰
弓
ω
笹
川

川

言

葉

奪

三

一

議

卿

が

「

花

絵

」

;

;

君

主

審

し

た

の

は

一
や
は
川

川
順
位
の
よ
を
そ
ろ
り
そ
ろ
虫
」
歩
い
て
行
田
さ
ん
と
い
幕
画
家
の
方
が
中
心
い
そ
う
な
の
で
す
。
ス
ペ
ロ
の
中
心
を
活
用
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
室
長
が
明
け
て
露
で
し
た
。

川

川

貯

丘

き

ま

す

。
と
の
聖
体
行
列
島
に
、
と
な
り
、
若
者
向
け
の
簡
単
な
宿
泊
官
、
ウ
ン
ア
リ
ア
地
方
の
街
の
作
自
に
咲
く
「
ハ
リ
エ
ニ
シ
ダ
」

。

あ
ち
こ
ち
で
作
業
界
わ
れ
て
い
川

川
河
単
作
品
審
豪
語
れ
順
位
が
つ
け
ち
襲
も
備
え
て
お
り
、
や
は
り
語
り
の
例
に
漏
れ
ず
、
丘
の
上
に
警
告
「
ウ
イ
キ
ョ
ウ
」
の
襲
。
茶
色
る
土
曜
の
夜
か
ら
目
隠
の
明
け
方
に
川

川

M鎚
れ

ま

す

。

家
の
「
し
ん
ぺ
い
さ
ん
」

(名

芝

ま

す
。
霊
祭
言
伊
ア
カ
一
玉
は
レ
タ
ス
の
種
。
宵
な
い
し
紫
は
か
け
て
、
街
は
独
特
の
雰
囲
気
で
包
川

川

RM
と
の
季
節
、
イ
タ
リ
ア
章
宏
」
知
ら
な
い
)
と
い
う
方
が
、
管
理
人
ア
を
探
し
て
登
っ
て
雪
と
、
街
は
矢
車
草
な
ど
。
そ
ご
た
花
を
ま
ま
れ
て
い
ま
す
。
街
全
体
を
巻
き
込
川

川
智
印
刷
う
し
た
「
装
り
」
が
行
わ
れ
て
お
を
兼
ね
て
ア
ト
リ
エ
議
え
て
お
ら
す
で
に
花
の
香
り
に
満
ち
て
お
り
、
リ
四
霊
に
裁
断
し
て
い
き
ま
す
o

ん
で
い
る
、
わ
く
わ
く
の
波
動
。
欽
川

川

必

り

、

ロ

1
マ
近
郊
で
は
ジ
ヱ
ン
ツ
ァ
れ
る
の
で
す
。彼
ろ
が
中
心
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で
作
業
用
の
テ
ン
ト
が
設
何
百
本
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
警
の
使
い
す
ぎ
て
手
は
痛
く
な
っ
た
川

川

m

l

ノ
の
花
祭
り
が
有
名
で
、
私
書
街
の
住
人
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
と
し
蛍
さ
れ
、
下
絵
語
い
た
り
の
作
業
む
し
り
、
懇
切
り
刻
む
作
業
は
想
け
れ
ど
、
参
加
し
て
室
長
し
か
川

川

♂

年

見

に

行

っ

て

い

ま

し

た

。
「
室
長
作
に
加
わ
る
が
、
手
伝
い
に
来
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
横
で
は
、
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
花
に
図
ま
え
惜
し
む
ら
く
は
、
花
粉
症
の
川

川
，
は
通
常
地
元
の
グ
ル
ー
プ
の
競
作
ま
せ
ん
か
と
い
う
お
競
い
が
、
私
の
お
ば
あ
さ
ん
も
総
出
で
花
の
下
準
れ
て
、
す
ご
く
、
管
沢
な
事
を
し
て
悪
化
の
み
、
で
す
c

川

出
=
=
=
=
=
一
三
三
=

み
あ
わ
な
い
こ
と
を
露
骨
に
言

わ
れ
、
産
休
明
け
に
出
社
す
る

と
、
代
替
の
若
い
人
に
代
え
る

と
言
わ
れ
た
ら
、
何
人
の
人
が

や
る
気
を
持
っ
て
勤
め
続
け
ち

れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
闘
う
。

就
業
中
の
差
別
は
、
年
金
差

と
い
う
終
身
差
別
と
し
て
付
い

て
く
る
も
の
、
規
制
緩
和
を
す

る
な
ら
、
完
全
な
平
等
を
実
現

し
て
か
ら
、
と
語
っ
た
。

平
等
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

「
労
使
の
意
見
は
一
致
し
な

い
、
就
業
意
識
、
実
態
は
男
女

違
う
の
で
禁
止
規
定
に
レ
た
ら

若
い
女
性
の
法
律
ガ
イ
ド
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(2 ) 仁盆曜日〉

て
、
石
川
さ
ん
が
鶴
見
川
流
域
ん
か
を
ふ
コ
か
け
て
い
る
と
レ
市
民
側
は
、
ポ
ス
タ
ー
m百
ア
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
検

を
例
に
挙
げ
細
か
く
説
明
。
ポ
か
思
え
な
い
。
問
題
は
共
有
で
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
討
し
て
姿
艶
を
変
え
て
欲
し

ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
「
批
判
が
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
と
め
、
建
設
省
側
は
、
治
水
対
策
い
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
「
あ

あ
る
の
は
、
意
図
と
違
っ
て
残
れ
で
は
、
か
え
っ
て
敵
に
回
レ
推
進
の
重
要
性
|
|
こ
の
ポ
ス

え
て
へ
ン
な
も
の
を
作
ろ
う
と

念
」
と
=一

百

う

。

て

し

ま

っ

た

の

と

同

じ

で

は

な

タ
l
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
治
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
分
か

こ
れ
に
対
し
て
、
昨
年
、
真
つ
い
だ
ろ
う
か
」
0

水
貯
留
浸
透
に
理
解
を
宗
し
て
っ
て
欲
し
い
。
代
理
百
に
も
作

考
人
市
議
会
で
ポ
ス
タ
ー
の
間

「
治
水
と
い
う
狙
い
そ
の
も
い
な
い
と
一
国
わ
ん
ば
か
り
|l
成
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い
と

題
を
取
り
よ
げ
た
若
竹
雪
ず
さ
の
は
、
み
ん
な
分
か
っ
て
い
る
。
を
繰
り
返
す
と
い
う
場
面
が
ひ
思
う
し
、
市
民
の
人
と
話
す
の

ん

(小
金
奔
市
緑
)
が
「
島
近
厚
生
省
の
エ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー

と
レ
き
り
続
い
た
。

を
橿
香
す
る
も
の
で
は
な
い
。

な
の
か
。
二
芋
枚
の
ポ
ス
タ
ー
建
霞
省
か
色
は
、
石
川
忠
男
な
白
水
を
訴
え
る
内
容
と
は
思
で
も
分
か
る
が
、
男
性
は
、
外
前
田
さ
ん
が
、
「
東
京
都
が
率
直
に
何
で
も
言
っ
て
欲
し

作
成
に
千
五
百
万
円
か
か
っ
て
(
河
川
局
都
市
河
川
室
長
)
、
え
な
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
対
象
国
に
行
っ
て
女
の
人
を
買
う
か
な
ぜ
取
り
止
め
た
の
か
調
べ
て
い
。
治
水
に
つ
い
て
は
十
分

い
る
と
い
う
か
色
、
一
枚
五
千
佐
藤
直
義
(
同
室
専
門
官
)
、
が

一
体
稚
な
の
か
分
か
ち
な
ら
、
平
気
で
金
宇
岸
担
っ
て
、
こ
把
鋸
す
べ
き
。
マ
ス
コ
ミ
の
判
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
レ
、

先

円
の
ポ
ス
タ
ー
と
い
う
こ
と
。
金
尾
健
司
(
開
室
課
長
)
、
潤
い
。
治
水
に
対
す
る
意
識
は
T

う
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
。
女
断
だ
け
で
、
判
断
し
な
い
で
欲
進
地
(
小
金
#
市
〕
と
し
て
の

税
金
の
使
い
か
た
と
し
て
も
い
口
宏
樹
(
同
課
係
長
)
『
え
ら
含
世
透
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
性
が
不
快
だ
と
い
う
の
に
‘
も
し
い
。
業
者
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
話
も
醐
き
た
い
し
是
非
協
力
し

い
こ
と
な
の
か
ど
う
か
」
と
聞
が
出
問
し
、
同
省
が
推
進
し
て
に
再
び
こ
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
う

一
度
や
る
と
い
う
の
は
ど
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
市
民
か
た
い
」
(
石
川
さ
ん
)
と
笛
え
、

題
提
起
す
る
。

い

る
総
合
治
水
対
策
に
つ
い
の
は
、
千
五
百
万
円
か
け
て
け
い
う
こ
と
か
」

《
消
水
さ
ん
)
。
ら
の
公
募
と
い
う
の
も

一
つ
の
こ
の
臼
の
会
は
終
わ
っ
た
。

===
一主
主
=
一一三=一=
一=三三三
一=三三======三三=
一三三三=====一三========三三三三三
二==三三==二
一=
=
=
=
=
=
=
三
三
三
三
三
三
三
=
=
=
三
三
三
三
三
三
三
主
=
一
三
=
=
=
三
一
=
=
一
=
=
=
=
=
三
二
三
=
=
=三
三
一
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
=
一三三
-三

安
東
市
職
は
「
五
百
万
と
い
で
、
そ
の
都
度
対
処
し
て
い
き

う
金
は
勤
労
世
帯
の
年
収
に
も
た
い
」
と
答
え
た
。

当
た
る
金
面
倒
。
こ
の
不
況
時
に
約
四
十
分
の
審
議
室
採
決、

常
矧
は
ず
れ
だ
。
前
市
長
の
功
「
弔
慰
金
の
贈
呈
に
つ
い
て
の

労
に
対
し
て
は
、
一
期
に
つ
き
専
決
処
分
」
は
、
結
局
賛
成
多

約
一
千
万
円
の
退
職
金
が
支
払
数
で
可
決
さ
れ
た
。

わ
れ
て
い
る
。
死
去
に
弔
意
を
「
長
期
間
務
め
た
前
市
長
の

表
す
こ
と
は
当
然
だ
が
、
合
同
功
労
に
対
し
、
弔
慰
金
を
出
す

弊
儀
、
香
典
や
生
花
で
十
分
示
こ
と
は
市
民
の
常
織
」
「
死
者

さ
れ
て
お
り
、
弔
慰
金
は
必
要
に
鞭
打
つ
い
骨
つ
な
こ
の
間
題
を

な
か
っ
た
。
市
長
は
市
に
五
百
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
忍
び
な

方
円
を
返
還
す
べ
き
だ
」
い
」
な
ど
賛
成
議
員
の
発
言
に
、

さ
色
に
「
葬
儀
に
間
に
合
わ
「
市
民
の
常
識
っ
て
伺
?
金

せ
る
た
め
と
い
う
が
、
市
長
の
を
出
せ
ば
弔
意
に
な
る
と
い
う

思
決
処
分
は
納
得
で
き
な
い
。

の
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
、
傍

先
例
は
現
市
長
に
も
適
用
さ
聴
し
て
い
た
市
民
か
色
厳
し
い

れ
、
今
後
も
同
様
の
葬
儀
に
も
批
判
の
声
が
と
が
っ
て
い
た
。

っ
と
大
き
な
金
を
払
お
う
一
と
い

う
と
と
に
な
る
。
こ
れ
を
機
に

弔
安
定
市
民
の
悦
金
#
侵
う

の
は
止
め
る
べ
き
」
と
追
及
し

た
。弔
慰
金
事
沼
山
す
こ
と
に
つ
い

て
条
例
な
ど
で
定
め
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
立
川
市
に
は

規
定
が
無
い
。
「
止
め
る
の
か
、

規
定
を
作
る
の
か
明
確
に
し
て

ほ
し
い
」
と
迫
る
安
東
市
議
に
、

中
島
助
震
は
、

一
定
の
考
え
方

は
魁
備
し
た
い
と
し
な
が
ら

も
、
「
例
と
し
て
多
く
な
い
の

建

設

省

の

説

明

を

聞

き

私
た
ち
の
意
見
を
伝
え
る
会

主
旨
は
伝
わ
ら
ぬ
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「
建
設
省
の
つ
く
っ
た
『
由

水
ポ
ス
タ
ー
』
に
つ
い
て
建
設

省
の
説
明
を
聞
き
、
私
た
ち
の

意
見
を
伝
え
る
会
」
が
、
五
月

二
十
七
日
、
参
誠
院
線
買
会
館

で
待
わ
れ
た
。

建
百
世
省
で
は
、
都
市
洪
水
防

止
、
調
整
福
の
整
備
な
ど
の
P

R
を
面
的
と
し
て
、

一
九
九一

年
を
邑
総
合
治
水
推
謹
週
間
』

(
五
月
十
五
日
i
二
十
一
日
)

を
設
け
、
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど

で
、
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。
が
、
昨
年
、
同
週
間
の
ポ

ス
タ
ー
が
、
女
性
蔑
視
だ
と
し

て
、
女
性
の
都
議
会
線
貝
ら
が

抗
議
、
東
京
都
で
は
掲
示
を
止

め
自
収
し
て
い
る
。
こ
の
ポ
ス

タ
ー
は
、
タ
レ
ン
ト
の
細
川
ふ

み
え
さ
ん
が
足
を
開
い
て
立

ち
、
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
ス
カ

ー
ト
を
持
ち
上
げ
、
ス
カ
ー
ト

の
中
央
か
ら
は
、
水
が
滴
っ
て

1994年 6月 10日安斎 f、 来斤 陪n

誠
意
の
謝
罪
と
補
償
を

国

売
買
春
問
題
に

取

り

組

む

会

首
相
、

外
相
に
要
請
書

三~

売
買
春
問
題
と
と
り
組
む

会
、
日
本
軍

「慰
安
婦
」
問
題

行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
六
月

三
日
、
首
相
、
外
相
に
あ
て
て
、

H
強
制
・
軍
隊
慰
安
婦
H

問
題

に
対
し
、
早
期
に
解
決
を
は
か

る
よ
う
要
鯖
曹
を
提
出
し
た
。

問
題
解
決
が
い
っ
こ
う
進
ま

ぬ

2
D、
永
野
元
法
務
大
臣
の

Z市
i民
i感
i覚
Zで、
三の
Ilヨl
i断
三を

京
王
日
開
翻
布
駅
北
口
か
ら
五

分
ほ
ど
。
自
然
食
品
の
庖

・
み

さ
と
屋
が
あ
る
。
午
前
十
一
時
、

信
の
前
に
日
笛
わ
り
の
う
ン
チ

の
メ
ニ
ュ
ー
を
奮
い
た
ポ
1
ド

と
実
際
に
作
っ
た
ラ
ン
チ
の
実

物
が
並
ぶ
。
盾
を
す
っ
と
奥
に

入
っ
て
行
く
と
ド
ア
が
あ
っ
で

そ
こ
か
ら
奥
が
レ
ス
ト
ラ
ン
。

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
一
っ
と
小

テ
ー
ブ
ル
が

一
つ
。
そ
の
奥
に

も
う
一
部
屋
あ
っ
て
大
テ
ー
ブ

ル
一
つ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う

よ
り
、
自
宅
の
居
間
の
よ
う
な

雰
囲
気
。
ラ
ン
チ
の
醐
備
が
完
7
し
た

と
こ
ろ
で
、
奥
の
部
屋
で
メ
ン

バ
ー
た
ち
の
昼
食
が
始
ま
っ

た
。
混
ま
な
い
十
一
時
む
ろ
食

ベ
て
し
ま
つ
の
だ
そ
う
だ
。
メ

ニュ
ー
は
客
と
同
じ
。
主
菜
が

桜
エ
ビ
い
り
か
き
揚
げ
。
ふ
き

と
さ
つ
ま
掲
げ
の
煮
物
、
き
ゅ

う
り
と
わ
か
め
の
酢
の
物
。
ご

は
ん
は
大
豆
を
い
れ
て
炊
い
た

玄
米
、
味
噌
汁
、
新
電
デ
ザ
ー

ト
に
コ
ー
ヒ
ー
ま
た
は
ゼ
リ
ー

が
つ
い
て
、
千
円
。
「
お
い
し

い
ね
」
か
き
揚
げ
の
お
か
わ
り

(軍3置郵便物鰐可)

東
京
都
調
布
市
で
精
神
障
智

者
た
ち
が
料
理
を
逼
じ
て
心
を

い
や
す
自
動
グ
ル
ー
プ

「
ク
y

キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
が
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
は
じ
め
て
二
年
近
く
に

な
る
。
ニ
カ
月
に
一
度
送
色
れ

て
く
る
機
関
紙
「
ク
y
キ
ン
グ

ハ
ウ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
に

は
、
そ
の
楽
し
そ
う
な
様
子
が

可
愛
い
い
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
脅

か
れ
て
い
る
。
回
近
母
の
幻
号

に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ザ
l
で

パ
ナ
ナ
ケ
ー
キ
が
二
百
個
も
売

れ
た
語
、
保
育
園
卒
幽
式
の
お

弁
当
作
り
を
頼
ま
れ
、
心
を
こ

め
て
作
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
た

話
な
ど
、
心
極
ま
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
。
一
度
陳
平
を

眺
め
た
い
と
出
か
け
て
み
た
。

市
長
専
決
・
議
会
承
認
に
怒
る
市
長

東
京
都
立
川
市
(
青
木
久
市
畳
)
で
、

三
期
務
め
五
月
十
二
日
に
死
去
し
た
岸
中
士
良
前
市
長
の
葬
儀
(
市
£
の
合
同
葬
〉

で
一
遺
族
に
、
市
長
の
専
決
処
分
で
弔
慰
金
主
百
万
円
を
贈
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
o
こ
れ
に
対
し
「
弔
慰
金
は
不
当
支
払
い
」
と
、

安
東
真
市
職
と
樋
口
ち
づ
子
さ
ん
が
住
民
監
査
諮
求
を
起
こ
し
た
。
二
十
五
日
に
は
弔
慰
金
邑
に
対
し
て
腕
会
承
認
を
求
め

る
市
識
会
定
例
会
が
開
か
れ
た
が
「
五
百
万
の
弔
慰
金
は
前
市
長
の
功
労
や
時
代
の
経
過
を
考
え
る
と
当
然
」
ーな
ど
一
賛
成
議
員

の
発
言
に
、
傍
聴
し
た
市
民
か
ち
「
も
っ
と
市
民
感
覚
に
立
っ
た
判
断
さ
と
、
不
満
と
怒
り
の
声
が
上
が
っ
た
。

するのは前回ゆみ子さん

い
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
。
そ
し

て
、
今
年
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
ち
ょ

っ
と
す
ね
た
表
情
の
細
川
さ
ん

が
昨
年
ク
レ
ー
ム
の
つ
い
た
ポ

ス
タ
ー
を
持
ち
、

『
ち
ゃ
ん
と

浸
透
し
て
ほ
し
い
。
』
の
コ
ピ

ー
。
ポ
ス
タ
ー
の
下
部
に
は
、

細
川
さ
ん
の
自
筆
と
も
恵
え
る

よ
う
な
宇
奮
さ
の
字
で
、
ス
カ

ー
ト
を
広
げ
た
の
は
貯
留
を
表

現
、
水
が
滴
っ
て
い
る
の
は
浸

湿
を
意
味
し
た
と
い
『
之
吉
田
の

メ
y
セ
l
ジ
が
戦
っ
て
お
り
、

H

挑
戦
ρ

と
も
思
え
る
内
容
。

こ
の
の
会
は
、
昨
年
、
ポ

ス
タ
ー
に
抗
議
し
た
前
回
ゆ
み

子
さ
ん
(
前
都
議
)
と
、
清
水

澄
子
さ
ん
(
参
議
)
が
呼
び
か

け
人
と
な
っ
て
聞
い
た
も
の

で
、
市
民
ち
約
十
名
が
、
同
省

の
担
当
者
か
ら
の
話
を
聞
き
、

意
見
を
伝
え
た
。

前
田
さ
ん
は
、
「
雨
水
亭
勉

下
に
戻
す
、
貯
留
浸
透
は
大
切

な
事
業
だ
し
大
質
成
。
だ
が
、

こ
の
こ
と
を
伝
え
る
の
に
、
市

民
に
不
快
感
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
ポ
ス
タ
ー
宇
侵
つ
の
は
問

題
。
そ
れ
も
、
昨
年
話
題
に
な
っ

た
か
民
戸
』
百
っ
て
、
ま
た
使
う

と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と

約40分の審議。結局起立書散で可決ノ

弔
慰
金
は
不
当
支
出
だ

東
京

・
立
川
の
前
市
長
遺
族
ヘ
五
百
万
円
を
贈
る

立
川
市
総
会
定
例
会
で
、
安

東
市
識
は
①
五
百
万
と
い
う
金

は
常
識
で
考
え
妥
当
と
思
う

か
。
算
出
の
根
拠
を
一
示
し
て
欲

し
い
②
二
十
三
日
の
市
議
会
定

例
会
を
自
前
に
、
市
長
の
専
決

処
分
と
し
て
処
理
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
か
③
合
同
葬
儀
に
か

か
っ
た
市
の
経
費
の
総
額

・
内

釈
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い

ー
ー
と
問
い
た
だ
し
た
。

質
問
に
対
し
中
島
貨
助
役
は

「
弔
慰
金
は
前
市
長
へ
の
従
前

の
功
労
に
感
謝
を
示
す
た
め
」

と
し
、
主
百
万
円
の
算
出
は
前

例
(
六
七
年
三
期
・
現
職
市
長

H
三
百
五
十
万
円
、
八
一
年
一

期
・
元
市
長
H
二
百
万
円
)
を

恐
る
べ
き
発
言
が
あ
り
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
木
信
を
か
っ
て
い
る

現
状
。
日
本
軍
の
砕
商
奴
隷
に

さ
せ
ら
れ
た
女
性
た
ち
は
高
齢

で
あ
り
、
H

も
う
時
闘
が
な
い
~

一
刻
も
阜
く
誠
意
あ
一る
感
度
で

謝
罪
し
、
個
人
補
償
を
せ
よ
、

と
訴
え
て
い
る
。

自
主
的
に
で
さ
る
こ
と
を
す
れ

ば
い
い
ー
」
代
表
の
松
浦
幸
子

さ
ん
が
い
う
。
毎
日
、
朝
九
時

か
ら
聞
広
ま
で
働
く
人
も
い
る

し
、
週
一
日
来
る
人
も
い
る
。

朝
は
ど
う
し
て
も
起
き
色
れ
な

い
と
午
後
か
ら
来
る
人
も
い

る
。
「
ぬ
か
み
そ
が
得
溜
で
毎

日
か
き
ま
わ
し
て
く
れ
る
人
も

い
る
し
、
下
準
備
を
コ
ツ
コ
ツ

と
こ
ろ
、
誰
が
ス
タ
ッ
フ
か
メ

ン
バ
ー
か
、
見
当
が
つ
か
な
い

と
思
っ
た
。
ひ
と
き
わ
キ
ピ
キ

ピ
働
い
て
い
る
人
が
い
て
、
当

然
ス
タ
y
フ
と
思
っ
て
揺
を
聞

い
て
い
た
ら
「
今
日
、
私
、
と

て
も
調
子
が
い
い
け
ど
、
お
ち

こ
む
日
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な
時

は
そ
こ
の
ベ
ン
チ
で
一
日
寝
て

い
る
時
も
あ
る
ん
で
す
」
と
詣

が
、
と
と
の
い
い
と
乙
ろ
」
と

松
浦
さ
ん
。

精
神
障
害
者
の
デ
イ
ケ
ア
の

仕
事
を
し
て
い
た
松
浦
さ
ん

が
、
病
院
で
な
と
、
町
の
中
に

〈
ホ
グ
と
す
る
易
巴
を
作
り

た
い
と
、
調
布
市
の
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
葬
借
り

さ
せ
ま
す
」
。

や
と
一も
と
料
理
が
大
好
き
と

い
司
松
浦
さ
ん
は
、
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
で
毎
日
、
〈
み

な
が
た
べ
た
い
と
い
う
も
の
〉

を
一
し
ょ
に
作
り
、
ケ
ー
キ
を

焼
い
た
。
楽
し
さ
、
や
さ

k
t

が
少
し
ず
つ
心
を
い
や
す
の

か
町
の
オ
ア
シ

「
ク

ツ
キ
ン
ク
ハ
ウ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
考
ノ
打

「

料

理

」

は

こ

こ

ろ

を

い

や

す

川

所

者

も

乃

・

5
4却
が
女
性
で
、
た
め
か
、
い
ず
れ
も
女
性
の
率
川

川

女

性

の

方

が

平

均

寿

命

が

長

い

が

高

い

。

川

川

川

川川

川

敏

の

川

川

U

U

M

川
崎
一
川
い
ま
注
目
の
ア
ジ
ア
映
画
。
ナ
ス
遅
延
を
き
っ
か
り
に
立
ち

一

司

剛

ト

ト

ιu

一
川
一
最
近
、
中
園
、
台
湾
映
画
が
話
上
が
る
青
春
群
像
劇
。
韓
国
辰

川

町

歳

以

よ

の

高

齢

者

の

2
山

計

額

額

叶

圃

暗

闇

山

題

を

呼

ん

で

い

ま

す

が

、

お

隣

ロ

l

ド

シ

ョ

ゐ
人
気
投
裂
で

号

川

り

雪

し

需

は

年

々

増

加

傾

仙

川

庶

民

隊

隊

f
l
l
E且
川
り
の
掃
一
図
書
も
世
界
的
に
注

警

2
匂

犀

川

向

に

あ

る

が

、

1
9
9
2年
の

閑

人

是

正

川

目

を

集

め

て

い

ま

す

。

『

キ

ル

ソ

ド

ム

』

よ

流

露

;

川

ヨ

酬

数

字

で

は

18
6万二
5
Q日
U

抗

肝

一色
刷
盟
関
川
先
日
ま
で
N

韓

国

映

画

の

全

家

庭

の

女

性

フ

ァ

ヨ

ン

は

、

朝

弄

十

宗

万

-
T'h
i
円
い
』

H

コヨ

川

世

情

。

う

ち

、

女

性

が

8
割
強
肌

F
F』
』
川
貌
H

と
銘
打
っ
て
、
新

・
旧

同

鮮

戦

争

に

よ

る

南

北

分

断

に

よ

頭

山

富

め

る

。

白

歳

以

上

で

平

供

酬

M
「

1
材
額
額

J
1剖
閤
崩
事
官
を
連
続
上
映
し
ま
し
た
。
そ
っ
て
離
散
し
た
家
旗
探
し
の
特

一平

川

と

量

し

て

い

る

人

の

副

合

は

:

日

協

協

降

い

十

時

閣

臨

陰

山

富

か

ち

話

題

に

な

っ

た

2
2
1かけ
に

、

幸

一

行

州

年

々

低

下

し

、

引

l

物

。

位

I
l
l
i-

-
llo
ll
i
-
-
-
-1

一
川
の
特
別
ロ
l
ド
シ
ョ
ー
を
し
ま
別
れ
に
な
っ
た
恵
子
を
探
し
始

L

川

特

別

控

訴

明

老

人

ホ

l

ム

の

入

山

す

。

め

る

。

そ

の

中

で、

死
ん
だ
と

M

叩三三回一言===三==三三三一一三===一三一==三三一三三==三
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z
z
州
『
九
老
ア
リ
ラ
ン
』
e
e

・e
・
-
腕
ば
か
り
患
っ
て
い
た
恋
人
と
再

ザ

川
以
前
本
欄
で
も
お
ね
が
い
し
拡
げ
、
平
和
を
創
り
ま
し
ょ
う
」
「
私
の
い
の
ち
が
だ
い
じ
(
安
増
広
子
関
歳
東
京
)
川
レ
い
労
働
録
件
に
耐
え
な
が
ら
会
。
そ
の
後
、
恵
乎
と
思
わ
れ
均
一

川

し
ド伊

川』
ι「
第
九
条
の
会
・
ヒ
ロ
シ
マ
」
(
盟
問
川
ス
ミ
H
故
濁
川
秀
樹
陣
だ
か
ら
あ
な
た
の
い
の
ち
「
武
器
な
ん
で
い
う
無
駄
使
酬
も
、
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
希
望
を
抱
る
男
に
出
会
う
一
が
、
数
十
年
の
二

川
が
、

5
月
3
Eに
実

施

し

た

福

士

夫

人

)

も

だ

い

じ

に

し

た

い

」

(
訳
岡

い
は
や
め
て
。
み

ん

な

で

お

い

酬

い

て

働

い

て

い

た

女

子

工

員

た

空

白

の

時

間

と

現

在

の

家

庭

が

山

一一

=
-
=
一
主
主
主
主
=
-
Z
E
z
-
-
-
E
z
-
-
圭
=
i
=
=
=
一
三
一
喜
一
三
一
三
三
=
=
一
三
三
Z
E
E
-
=
=
三
一
三
一
一
三
一
三
Z
E
E
-
君
、

F
A
X
に
よ
る
市
民
フ
す
「
私
は
戦
争
古
し
な
い
。
し
和
子
議
広
島
県
)
し
い
も
宰
蚤
ベ
ょ
う
」
(
正
川
ち
が
、
仲
間
の
霊
死
と
ボ
l
あ
る
フ
ァ
ヨ
ン
は
、
警
認
知

止

私
た
ち
の
町
・
大
分
県
三
軍
と
に
し
、
全
国
か
色
作
品
を
募
川
町
i
ラ
ム
〈
第
九
条
を
あ
な
た
の
た
く
な
い
。
私
は
日
本
国
に
戦
「
世
界
中
み
ん
な
な
か
よ
レ
本
幻
歳
広
島
県
)
叩
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一
h
-

闇

融

襲

麓

町
は
大
分
県
南
西
部
に
位
置
し
策
し
て
い
ま
す
。

山
言
葉
で
い
い
か
え
る
と
〉
こ、

「
わ
し
ゃ

1
ね
(
私
は
ね
品
川
崎

E
Eの
美
喜
子
る
の
で
芸
、
守

2
0高
あ
く
ま
で
人
並
み
の
賃
金
を

一

一

鞠

蟻

鱒

諜

人
口
l
方

1
1人
ほ
ど
の
華
内
容
は
マ
民
謡
を
ふ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

t
「

私

は

戦

争

し

た

く

な

い

」

猛
犬
飼
わ
ん
遊
び
に
来
い
」
川
さ
ん
は
、
ダ
ス
キ
ン
ア
イ
ム
ス
く
ら
い
。
こ
れ
で

6
年
間
全
く
得
、
こ
の
仕
事
を
続
け
た
か
っ

一
市
一

鞭

畠

瞬

臨

品

小
差
町
で
す
。
に
し
た
創
作
マ
「
重
野
長
者
川
ん
中
な
の
に
9
事

長

雲

(

パ

ブ

H
マ
ク
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ザ
パ
l
ト
差
別
に
、
た
っ
た
l
同
じ
、

上
が
ら
ず
じ
ゃ
あ
た
ま
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
義

一
υ

瞬

間

購

撮

口

白

こ
の
私
た
ち
の
町
に
は
、
全
伝
説
」
の
主
扇
と
な
っ
て
い
ふ
で
剛
人
近
く
の
方
か
皇
が
よ

第
九
条
を
私
の
言
葉
で
い
う
と
|

広

島

県

)

川

人

で

裁

判

を

お

と

し

闘

い

を

挑

ち

な

い

。
男
の
ρ
正
社
員
μ

は
、
か
ち
一帰っ
た
と
た
ん
解
麗
遇
告

一

ν

融

問

概

融

市

国
重
で
諮
り
つ
が
れ
て
い
る
も
の
を
創
る
大
切
実
思
い
や
川
せ
ら
れ
ま
し
た
O
B
用

品

の

第
九
条
の
会
ヒ
ロ
シ
マ

F
A
X
フ
ォ
ー
ラ
ム

立
第
九
条
の
会
ヒ
ロ
シ
マ
」
川
み
ま
レ
た
。
と
と
ろ
が
、
罰
金
く
同
じ
仕
事
、
労
働
時
間
で

r

事

前

の

差

亘

書

室

一

ν

臨
臨
R
U
M
M
M

圃・帆E
F

・a
レ
，

剛

山

一

聞

週

明

監

聞

リ

炭
焼
長
者
の
伝
説
の
起
源
と
い
り
、
勇
気
の
い
ず
れ
か
を
す
刷
新
聞
意
見
広
告
で
も
掲
敵
す
也
争
を
さ
せ
な
い
。
さ
せ
た
く
な
に
な
る
こ
と
」

(
岡
田
は
な
は
8
月
日
自
の
新
聞
窓
見
広
告
川
を
お
こ
レ
た
と
た
ん
解
題
さ
れ
ヨ
司
司
ヨ
ヨ
司
ヨ
り
ま
せ
ん
。
賃
金
差
別
と
、
地

一

関

髄

灘

繍

肋

わ
れ
る
「
善
野
長
者
伝
説
」
マ
マ
要
は
有
望
、
紙
芝
山
予
定
だ
そ
う
子
が
い
く
つ
か
ぃ
。
い
か
な
る
国
々
に
つ
い
て
器
広
量
)
の
た
め
協
力
量
集
中
。
l
口
川
ま
し
た
。
書
さ
ん
の
言
、

一三

=

三

一

υ
集
会
系
め
、
美
吉
さ
ん
は

一
行

暢

醐

轍

釦

が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
小
さ
な
居
、
寸
劇
、
襲
な
ど
何
で
も
円
傑
作
υ
を
紹
介
主
す

o

E連
に
つ
い
て
も
掌
を
「
世
界
の
女
性
長
か
ら
i
o
o
o
円
(
で
き
れ
ば

2
盟

主

判

闘

争

しを

支

一

三

一

三

E
Z闘
っ
て
い
ま
す
。

一
司

監

醐

臨

が

る
ら
家
庭
で
伝
高
い
て
可
。
方
一
言
電

側
字

詰

l

川

「

警

告

算

の

事

喜

た

く

な

い

」

(

栗

昔

、

持
長
け
て
き
た
P

ほ
ん
ね
H

口
)
痕
昔
日
広
号

・

3
0川
た
め
に
「
パ

l
賃
金
差
別
表
一
一三

Z二
ス
イ

書

さ

ん

22毒
労
働
者

一
昨

欄

臨

臨

町

き
た
物
語
で
す
。
し
か
し
、
近

長

量

。

テ

I
プ
、
ピ
デ
山
本
主
る
も
の
で
す
。
世
界
に
手
元
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使
)
を
条
文
に
し
た

に
手
を
出
す
人
も
い
て
、
み
な

満
足
そ
う
だ
。

客
が
入
り
出
す
。
キ
ッ
チ
ン

で
か
き
揚
げ
を
燭
げ
る
人
、
お

客
さ
ま
に
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
人

。
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て
い
た

人
が
、
外
に
出
て
来
て
サ
ー
ビ

ス
岸
信
め
た
り
す
る
。

「
誰
が
伺
を
す
る
か
、
全
然

決
め
て
な
い
の
で
す
よ
。
皆
が
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ス

や
る
人
も
い
る
。
助
け
あ
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。
み
な
も
う
な

れ
て
、
自
信
も
つ
い
て
き
ま
し

た
。
后
が
混
ん
で
来
て
も
躍
も

オ
タ
オ
タ
し
な
い
で
し
ょ
う

?」
二
十
代
か
ち
宣一
十
代
ま
で
メ

ン
バ
ー
三
十
人
、
ス
タ
ッ
フ
三

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

一
人
で
や
っ
て
い
る
。
正
直
な

し
出
し
て
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り

し
た
。「寝
で
い
て
何
も
で
き
な
く

て
も
、
こ
こ
で
は
鮭
も
と
が
め

ま
せ
ん
。
み
な
、
傷
つ
い
た
経

験
が
あ
る
人
た
ち
で
す
。
ど
う

し
て
も
身
体
が
動
か
な
い
日
が

あ
る
の
を
、
お
互
い
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
か
ろ
、
何
も
い
わ
ず
、

だ
ま
っ
て
カ
バ
ー
す
る
。
そ
れ

て
「
ク
γ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
を

は
じ
め
た
の
が
七
年
前
。

「
料
理
は
ケ
ア
に
と
て
も
い

い
の
で
す
。
病
院
の
デ
イ
ケ
ア

で
も
料
理
は
量
要
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
1

ま
す
。
お
い
し

い
料
理
を
金
ベ
て
怒
る
人
は
な

い
。
料
理
は
人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

だ
。
ホ
ッ
と
す
る
場
所
を
求
め

て
二
時
間
も
か
か
っ

γ
来
る
人

も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
ふ
え
る

一
方
。
み
な
の
脱
い
だ
靴
で
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
も
閉
ま
ら
な

い
有
禄
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
、
よ
く
料
理
の

材
料
を
買
い
出
し
に
タ
¥
「
み

は
w
歳
以
上
の
女
性
の

独
り
暮
ら
し
増
え
る

子
供
と
の
同
居
は
年
々
低
下

認可
直E

F 
. .， 

A
E
J

考
に
、
一
世
情
当
た
り
百
円

宇
越
え
な
い
金
頭
(
立
川
市
は

約
六
万
世
帯
〉
を
目
安
に
決
定

し
た
。
合
同
葬
儀
の
経
費
は
、

市
長
・
総
長
m
u
t
花
各
ニ
方
、

呑
典
各

一
方
の
計
六
万
円
(
交

際
費
か
ら
支
出
)
。
運
蛍
・
手

伝
い
の
職
員
手
当
七
十
万
円
で

あ
る
。弔
慰
金
支
出
を
市
長
の
専
決

処
分
と
し
た
ご
と
に
つ
い
て
は

「
本
来
、
香
典
等
は
霊
前
に
供

え
る
べ
き
性
格
の
も
の
。
十
七

日
の
一
葬
儀
に
間
に
合
わ
せ
る
た

め
、
議
会
に
相
談
す
る
い
と
ま

が
無
か
っ
た
σ
市
誠
会
各
会
派

の
代
表
者
会
識
で
了
承
を
得

た
」
と
説
明
し
た
。

さ
と
屋
」
か
ら
、
手
が
な
く
て

レ
ス
ト
ラ
ン
を
閉
め
る
が
、
あ

と
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
話
が

あ
っ
た
。
弁
当
の
出
前
を
額
ま

れ
で
や
っ
た
と
と
も
あ
り
、
で

手
作
り
の
味
。
己
ん
な
庖
が
こ

の
辺
り
に
少
い
せ
い
か
、
ひ
い

き
に
し
て
下
さ
る
方
が
大
艶
で

き
ま
し
た
D

精
神
病
と
聞
い
て

恐
が
っ
た
人
も
、
こ
こ
に
来
て
、

F
4
 

レストラン「クッキングハウス」
ハ来切さ

長EES季
語録誌
にはク年力、

是覇正直三
わだン 語
る 。グ以み

楽
し
そ
う
ね
と
安
心
し
、
言
集

宇
美
わ
し
て
心
の
慢
し
い
人
ば

か
り
ね
、
と
一言
っ
て
下
さ
る
ん

で
す
-e」

松
浦
さ
ん
や
メ
ン
バ
ー
の
話

住
民
監
査
請
求
を
し
た
樋
口

ち
さ
子
さ
ん

「
弔
窓
に
関
し
て

日
本
人
は
つ
く
づ
く
占
い
体
質

だ
と
思
っ
た
。
市
民
の
半
数
は

五
百
万
円
以
乍
の
年
収
で
働
い

て
い
る
。
市
長
だ
か
ち
と
い
っ

て
、
市
民
の
血
税
か
色
独
自
の

判
断
で
五
百
万
も
の
大
金
を
出

し
て
い
い
の
か
。
世
帯
当
た
り

い
く
ら
だ
の
、
納
税
者
の
選
沢

の
自
由
が
全
く
無
視
さ
れ
た
今

回
の
よ
う
な
と
と
は
納
得
で
き

な
い
。
市
民
の
税
金
を
ど
う
使

う
か
に
つ
い
て
は
規
定
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
だ
」

を
画
い
て
い
る
と
、
話
に
い
れ

て
ほ
し
い
と
、
客
の

一
人
が
や

っ
て
き
た
。
偶
然
前
を
通
っ
て

メ
ニ
ュ
ー
表
を
見
て
入
り
、
気

に
い
っ
て
何
度
か
来
た
。
居
に

詔
い
で
あ
る
「
ク
y

キ
ン
グ
ハ

ウ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
穿
」
叫

ん
で
感
動
し
た
と
。
「
あ
の
ね
、

親
娠
に
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
る
宇

が
い
る
の
。
仲
間
に
入
れ
て
も

ら
え
る
か
し
ち
。
男
の
子
だ
け

ど

白」
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

笛
え
た
。
「
大
丈
夫
、
人
数
は

少
い
け
ど
男
の
子
も
メ
ン
バ
ー

に
い
ま
す
。
こ
こ
の
人
の
ス
ゴ

い
と
こ
ろ
は
、
今
来
た
人
も
す

ぐ
仲
間
に
し
ち
ゃ
う
と
と
ろ
よ

F
」
。「
ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
か
ち

こ
ん
に
ち
は
」
は
主
国
の
支
懐

手
へ
の
報
告
の
た
め
に
八
百
部

印
刷
。
手
曹
き
。
再
生
紙
使
用
。

イ
ラ
ス
ト
は
絵
浦
さ
ん
の
長
女

の
も
と
こ
さ
ん
だ
。
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国
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画
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二
本
上
映

「九
老
ア
リ
ラ
ン
」
と
「キ
ル
ソ
ド
ム
」

す
る
と
と
に
戸
惑
う
。
こ
の
映

固
で
別
の
輪
国
の
顔
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

期
間

6
/日
出

1
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/
l

働
ま
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0

時
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ラ
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ロ
時
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、

同
時

ω分
、
同
時
mw分
。
『
キ

ル
ソ
ド
ム
』
(
レ
イ
ト
シ
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幻
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1
4
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1
7
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大
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1
4
0
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(
プ
レ
イ
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イ
ド
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チ
ケ
ッ
ト
ピ
ア
ほ
か
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て
、
石
川
さ
ん
が
鶴
見
川
流
域
ん
か
を
ふ
コ
か
け
て
い
る
と
レ
市
民
側
は
、
ポ
ス
タ
ー
m百
ア
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
検

を
例
に
挙
げ
細
か
く
説
明
。
ポ
か
思
え
な
い
。
問
題
は
共
有
で
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
討
し
て
姿
艶
を
変
え
て
欲
し

ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
「
批
判
が
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
と
め
、
建
設
省
側
は
、
治
水
対
策
い
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
「
あ

あ
る
の
は
、
意
図
と
違
っ
て
残
れ
で
は
、
か
え
っ
て
敵
に
回
レ
推
進
の
重
要
性
|
|
こ
の
ポ
ス

え
て
へ
ン
な
も
の
を
作
ろ
う
と

念
」
と
=一

百

う

。

て

し

ま

っ

た

の

と

同

じ

で

は

な

タ
l
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
治
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
分
か

こ
れ
に
対
し
て
、
昨
年
、
真
つ
い
だ
ろ
う
か
」
0

水
貯
留
浸
透
に
理
解
を
宗
し
て
っ
て
欲
し
い
。
代
理
百
に
も
作

考
人
市
議
会
で
ポ
ス
タ
ー
の
間

「
治
水
と
い
う
狙
い
そ
の
も
い
な
い
と
一
国
わ
ん
ば
か
り
|l
成
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い
と

題
を
取
り
よ
げ
た
若
竹
雪
ず
さ
の
は
、
み
ん
な
分
か
っ
て
い
る
。
を
繰
り
返
す
と
い
う
場
面
が
ひ
思
う
し
、
市
民
の
人
と
話
す
の

ん

(小
金
奔
市
緑
)
が
「
島
近
厚
生
省
の
エ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー

と
レ
き
り
続
い
た
。

を
橿
香
す
る
も
の
で
は
な
い
。

な
の
か
。
二
芋
枚
の
ポ
ス
タ
ー
建
霞
省
か
色
は
、
石
川
忠
男
な
白
水
を
訴
え
る
内
容
と
は
思
で
も
分
か
る
が
、
男
性
は
、
外
前
田
さ
ん
が
、
「
東
京
都
が
率
直
に
何
で
も
言
っ
て
欲
し

作
成
に
千
五
百
万
円
か
か
っ
て
(
河
川
局
都
市
河
川
室
長
)
、
え
な
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
対
象
国
に
行
っ
て
女
の
人
を
買
う
か
な
ぜ
取
り
止
め
た
の
か
調
べ
て
い
。
治
水
に
つ
い
て
は
十
分

い
る
と
い
う
か
色
、
一
枚
五
千
佐
藤
直
義
(
同
室
専
門
官
)
、
が

一
体
稚
な
の
か
分
か
ち
な
ら
、
平
気
で
金
宇
岸
担
っ
て
、
こ
把
鋸
す
べ
き
。
マ
ス
コ
ミ
の
判
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
レ
、

先

円
の
ポ
ス
タ
ー
と
い
う
こ
と
。
金
尾
健
司
(
開
室
課
長
)
、
潤
い
。
治
水
に
対
す
る
意
識
は
T

う
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
。
女
断
だ
け
で
、
判
断
し
な
い
で
欲
進
地
(
小
金
#
市
〕
と
し
て
の

税
金
の
使
い
か
た
と
し
て
も
い
口
宏
樹
(
同
課
係
長
)
『
え
ら
含
世
透
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
性
が
不
快
だ
と
い
う
の
に
‘
も
し
い
。
業
者
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
話
も
醐
き
た
い
し
是
非
協
力
し

い
こ
と
な
の
か
ど
う
か
」
と
聞
が
出
問
し
、
同
省
が
推
進
し
て
に
再
び
こ
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
う

一
度
や
る
と
い
う
の
は
ど
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
市
民
か
た
い
」
(
石
川
さ
ん
)
と
笛
え
、

題
提
起
す
る
。

い

る
総
合
治
水
対
策
に
つ
い
の
は
、
千
五
百
万
円
か
け
て
け
い
う
こ
と
か
」

《
消
水
さ
ん
)
。
ら
の
公
募
と
い
う
の
も

一
つ
の
こ
の
臼
の
会
は
終
わ
っ
た
。
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安
東
市
職
は
「
五
百
万
と
い
で
、
そ
の
都
度
対
処
し
て
い
き

う
金
は
勤
労
世
帯
の
年
収
に
も
た
い
」
と
答
え
た
。

当
た
る
金
面
倒
。
こ
の
不
況
時
に
約
四
十
分
の
審
議
室
採
決、

常
矧
は
ず
れ
だ
。
前
市
長
の
功
「
弔
慰
金
の
贈
呈
に
つ
い
て
の

労
に
対
し
て
は
、
一
期
に
つ
き
専
決
処
分
」
は
、
結
局
賛
成
多

約
一
千
万
円
の
退
職
金
が
支
払
数
で
可
決
さ
れ
た
。

わ
れ
て
い
る
。
死
去
に
弔
意
を
「
長
期
間
務
め
た
前
市
長
の

表
す
こ
と
は
当
然
だ
が
、
合
同
功
労
に
対
し
、
弔
慰
金
を
出
す

弊
儀
、
香
典
や
生
花
で
十
分
示
こ
と
は
市
民
の
常
織
」
「
死
者

さ
れ
て
お
り
、
弔
慰
金
は
必
要
に
鞭
打
つ
い
骨
つ
な
こ
の
間
題
を

な
か
っ
た
。
市
長
は
市
に
五
百
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
忍
び
な

方
円
を
返
還
す
べ
き
だ
」
い
」
な
ど
賛
成
議
員
の
発
言
に
、

さ
色
に
「
葬
儀
に
間
に
合
わ
「
市
民
の
常
識
っ
て
伺
?
金

せ
る
た
め
と
い
う
が
、
市
長
の
を
出
せ
ば
弔
意
に
な
る
と
い
う

思
決
処
分
は
納
得
で
き
な
い
。

の
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
、
傍

先
例
は
現
市
長
に
も
適
用
さ
聴
し
て
い
た
市
民
か
色
厳
し
い

れ
、
今
後
も
同
様
の
葬
儀
に
も
批
判
の
声
が
と
が
っ
て
い
た
。

っ
と
大
き
な
金
を
払
お
う
一
と
い

う
と
と
に
な
る
。
こ
れ
を
機
に

弔
安
定
市
民
の
悦
金
#
侵
う

の
は
止
め
る
べ
き
」
と
追
及
し

た
。弔
慰
金
事
沼
山
す
こ
と
に
つ
い

て
条
例
な
ど
で
定
め
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
立
川
市
に
は

規
定
が
無
い
。
「
止
め
る
の
か
、

規
定
を
作
る
の
か
明
確
に
し
て

ほ
し
い
」
と
迫
る
安
東
市
議
に
、

中
島
助
震
は
、

一
定
の
考
え
方

は
魁
備
し
た
い
と
し
な
が
ら

も
、
「
例
と
し
て
多
く
な
い
の

建

設

省

の

説

明

を

聞

き

私
た
ち
の
意
見
を
伝
え
る
会

主
旨
は
伝
わ
ら
ぬ
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「
建
設
省
の
つ
く
っ
た
『
由

水
ポ
ス
タ
ー
』
に
つ
い
て
建
設

省
の
説
明
を
聞
き
、
私
た
ち
の

意
見
を
伝
え
る
会
」
が
、
五
月

二
十
七
日
、
参
誠
院
線
買
会
館

で
待
わ
れ
た
。

建
百
世
省
で
は
、
都
市
洪
水
防

止
、
調
整
福
の
整
備
な
ど
の
P

R
を
面
的
と
し
て
、

一
九
九一

年
を
邑
総
合
治
水
推
謹
週
間
』

(
五
月
十
五
日
i
二
十
一
日
)

を
設
け
、
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど

で
、
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。
が
、
昨
年
、
同
週
間
の
ポ

ス
タ
ー
が
、
女
性
蔑
視
だ
と
し

て
、
女
性
の
都
議
会
線
貝
ら
が

抗
議
、
東
京
都
で
は
掲
示
を
止

め
自
収
し
て
い
る
。
こ
の
ポ
ス

タ
ー
は
、
タ
レ
ン
ト
の
細
川
ふ

み
え
さ
ん
が
足
を
開
い
て
立

ち
、
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
ス
カ

ー
ト
を
持
ち
上
げ
、
ス
カ
ー
ト

の
中
央
か
ら
は
、
水
が
滴
っ
て

1994年 6月 10日安斎 f、 来斤 陪n

誠
意
の
謝
罪
と
補
償
を

国

売
買
春
問
題
に

取

り

組

む

会

首
相
、

外
相
に
要
請
書

三~

売
買
春
問
題
と
と
り
組
む

会
、
日
本
軍

「慰
安
婦
」
問
題

行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
六
月

三
日
、
首
相
、
外
相
に
あ
て
て
、

H
強
制
・
軍
隊
慰
安
婦
H

問
題

に
対
し
、
早
期
に
解
決
を
は
か

る
よ
う
要
鯖
曹
を
提
出
し
た
。

問
題
解
決
が
い
っ
こ
う
進
ま

ぬ

2
D、
永
野
元
法
務
大
臣
の

Z市
i民
i感
i覚
Zで、
三の
Ilヨl
i断
三を

京
王
日
開
翻
布
駅
北
口
か
ら
五

分
ほ
ど
。
自
然
食
品
の
庖

・
み

さ
と
屋
が
あ
る
。
午
前
十
一
時
、

信
の
前
に
日
笛
わ
り
の
う
ン
チ

の
メ
ニ
ュ
ー
を
奮
い
た
ポ
1
ド

と
実
際
に
作
っ
た
ラ
ン
チ
の
実

物
が
並
ぶ
。
盾
を
す
っ
と
奥
に

入
っ
て
行
く
と
ド
ア
が
あ
っ
で

そ
こ
か
ら
奥
が
レ
ス
ト
ラ
ン
。

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
が
一
っ
と
小

テ
ー
ブ
ル
が

一
つ
。
そ
の
奥
に

も
う
一
部
屋
あ
っ
て
大
テ
ー
ブ

ル
一
つ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う

よ
り
、
自
宅
の
居
間
の
よ
う
な

雰
囲
気
。
ラ
ン
チ
の
醐
備
が
完
7
し
た

と
こ
ろ
で
、
奥
の
部
屋
で
メ
ン

バ
ー
た
ち
の
昼
食
が
始
ま
っ

た
。
混
ま
な
い
十
一
時
む
ろ
食

ベ
て
し
ま
つ
の
だ
そ
う
だ
。
メ

ニュ
ー
は
客
と
同
じ
。
主
菜
が

桜
エ
ビ
い
り
か
き
揚
げ
。
ふ
き

と
さ
つ
ま
掲
げ
の
煮
物
、
き
ゅ

う
り
と
わ
か
め
の
酢
の
物
。
ご

は
ん
は
大
豆
を
い
れ
て
炊
い
た

玄
米
、
味
噌
汁
、
新
電
デ
ザ
ー

ト
に
コ
ー
ヒ
ー
ま
た
は
ゼ
リ
ー

が
つ
い
て
、
千
円
。
「
お
い
し

い
ね
」
か
き
揚
げ
の
お
か
わ
り

(軍3置郵便物鰐可)

東
京
都
調
布
市
で
精
神
障
智

者
た
ち
が
料
理
を
逼
じ
て
心
を

い
や
す
自
動
グ
ル
ー
プ

「
ク
y

キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
が
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
は
じ
め
て
二
年
近
く
に

な
る
。
ニ
カ
月
に
一
度
送
色
れ

て
く
る
機
関
紙
「
ク
y
キ
ン
グ

ハ
ウ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
に

は
、
そ
の
楽
し
そ
う
な
様
子
が

可
愛
い
い
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
脅

か
れ
て
い
る
。
回
近
母
の
幻
号

に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ザ
l
で

パ
ナ
ナ
ケ
ー
キ
が
二
百
個
も
売

れ
た
語
、
保
育
園
卒
幽
式
の
お

弁
当
作
り
を
頼
ま
れ
、
心
を
こ

め
て
作
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
た

話
な
ど
、
心
極
ま
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
。
一
度
陳
平
を

眺
め
た
い
と
出
か
け
て
み
た
。

市
長
専
決
・
議
会
承
認
に
怒
る
市
長

東
京
都
立
川
市
(
青
木
久
市
畳
)
で
、

三
期
務
め
五
月
十
二
日
に
死
去
し
た
岸
中
士
良
前
市
長
の
葬
儀
(
市
£
の
合
同
葬
〉

で
一
遺
族
に
、
市
長
の
専
決
処
分
で
弔
慰
金
主
百
万
円
を
贈
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
o
こ
れ
に
対
し
「
弔
慰
金
は
不
当
支
払
い
」
と
、

安
東
真
市
職
と
樋
口
ち
づ
子
さ
ん
が
住
民
監
査
諮
求
を
起
こ
し
た
。
二
十
五
日
に
は
弔
慰
金
邑
に
対
し
て
腕
会
承
認
を
求
め

る
市
識
会
定
例
会
が
開
か
れ
た
が
「
五
百
万
の
弔
慰
金
は
前
市
長
の
功
労
や
時
代
の
経
過
を
考
え
る
と
当
然
」
ーな
ど
一
賛
成
議
員

の
発
言
に
、
傍
聴
し
た
市
民
か
ち
「
も
っ
と
市
民
感
覚
に
立
っ
た
判
断
さ
と
、
不
満
と
怒
り
の
声
が
上
が
っ
た
。

するのは前回ゆみ子さん

い
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
。
そ
し

て
、
今
年
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
ち
ょ

っ
と
す
ね
た
表
情
の
細
川
さ
ん

が
昨
年
ク
レ
ー
ム
の
つ
い
た
ポ

ス
タ
ー
を
持
ち
、

『
ち
ゃ
ん
と

浸
透
し
て
ほ
し
い
。
』
の
コ
ピ

ー
。
ポ
ス
タ
ー
の
下
部
に
は
、

細
川
さ
ん
の
自
筆
と
も
恵
え
る

よ
う
な
宇
奮
さ
の
字
で
、
ス
カ

ー
ト
を
広
げ
た
の
は
貯
留
を
表

現
、
水
が
滴
っ
て
い
る
の
は
浸

湿
を
意
味
し
た
と
い
『
之
吉
田
の

メ
y
セ
l
ジ
が
戦
っ
て
お
り
、

H

挑
戦
ρ

と
も
思
え
る
内
容
。

こ
の
の
会
は
、
昨
年
、
ポ

ス
タ
ー
に
抗
議
し
た
前
回
ゆ
み

子
さ
ん
(
前
都
議
)
と
、
清
水

澄
子
さ
ん
(
参
議
)
が
呼
び
か

け
人
と
な
っ
て
聞
い
た
も
の

で
、
市
民
ち
約
十
名
が
、
同
省

の
担
当
者
か
ら
の
話
を
聞
き
、

意
見
を
伝
え
た
。

前
田
さ
ん
は
、
「
雨
水
亭
勉

下
に
戻
す
、
貯
留
浸
透
は
大
切

な
事
業
だ
し
大
質
成
。
だ
が
、

こ
の
こ
と
を
伝
え
る
の
に
、
市

民
に
不
快
感
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
ポ
ス
タ
ー
宇
侵
つ
の
は
問

題
。
そ
れ
も
、
昨
年
話
題
に
な
っ

た
か
民
戸
』
百
っ
て
、
ま
た
使
う

と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と

約40分の審議。結局起立書散で可決ノ

弔
慰
金
は
不
当
支
出
だ

東
京

・
立
川
の
前
市
長
遺
族
ヘ
五
百
万
円
を
贈
る

立
川
市
総
会
定
例
会
で
、
安

東
市
識
は
①
五
百
万
と
い
う
金

は
常
識
で
考
え
妥
当
と
思
う

か
。
算
出
の
根
拠
を
一
示
し
て
欲

し
い
②
二
十
三
日
の
市
議
会
定

例
会
を
自
前
に
、
市
長
の
専
決

処
分
と
し
て
処
理
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
か
③
合
同
葬
儀
に
か

か
っ
た
市
の
経
費
の
総
額

・
内

釈
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い

ー
ー
と
問
い
た
だ
し
た
。

質
問
に
対
し
中
島
貨
助
役
は

「
弔
慰
金
は
前
市
長
へ
の
従
前

の
功
労
に
感
謝
を
示
す
た
め
」

と
し
、
主
百
万
円
の
算
出
は
前

例
(
六
七
年
三
期
・
現
職
市
長

H
三
百
五
十
万
円
、
八
一
年
一

期
・
元
市
長
H
二
百
万
円
)
を

恐
る
べ
き
発
言
が
あ
り
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
木
信
を
か
っ
て
い
る

現
状
。
日
本
軍
の
砕
商
奴
隷
に

さ
せ
ら
れ
た
女
性
た
ち
は
高
齢

で
あ
り
、
H

も
う
時
闘
が
な
い
~

一
刻
も
阜
く
誠
意
あ
一る
感
度
で

謝
罪
し
、
個
人
補
償
を
せ
よ
、

と
訴
え
て
い
る
。

自
主
的
に
で
さ
る
こ
と
を
す
れ

ば
い
い
ー
」
代
表
の
松
浦
幸
子

さ
ん
が
い
う
。
毎
日
、
朝
九
時

か
ら
聞
広
ま
で
働
く
人
も
い
る

し
、
週
一
日
来
る
人
も
い
る
。

朝
は
ど
う
し
て
も
起
き
色
れ
な

い
と
午
後
か
ら
来
る
人
も
い

る
。
「
ぬ
か
み
そ
が
得
溜
で
毎

日
か
き
ま
わ
し
て
く
れ
る
人
も

い
る
し
、
下
準
備
を
コ
ツ
コ
ツ

と
こ
ろ
、
誰
が
ス
タ
ッ
フ
か
メ

ン
バ
ー
か
、
見
当
が
つ
か
な
い

と
思
っ
た
。
ひ
と
き
わ
キ
ピ
キ

ピ
働
い
て
い
る
人
が
い
て
、
当

然
ス
タ
y
フ
と
思
っ
て
揺
を
聞

い
て
い
た
ら
「
今
日
、
私
、
と

て
も
調
子
が
い
い
け
ど
、
お
ち

こ
む
日
も
あ
っ
て
、
そ
ん
な
時

は
そ
こ
の
ベ
ン
チ
で
一
日
寝
て

い
る
時
も
あ
る
ん
で
す
」
と
詣

が
、
と
と
の
い
い
と
乙
ろ
」
と

松
浦
さ
ん
。

精
神
障
害
者
の
デ
イ
ケ
ア
の

仕
事
を
し
て
い
た
松
浦
さ
ん

が
、
病
院
で
な
と
、
町
の
中
に

〈
ホ
グ
と
す
る
易
巴
を
作
り

た
い
と
、
調
布
市
の
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
葬
借
り

さ
せ
ま
す
」
。

や
と
一も
と
料
理
が
大
好
き
と

い
司
松
浦
さ
ん
は
、
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
で
毎
日
、
〈
み

な
が
た
べ
た
い
と
い
う
も
の
〉

を
一
し
ょ
に
作
り
、
ケ
ー
キ
を

焼
い
た
。
楽
し
さ
、
や
さ

k
t

が
少
し
ず
つ
心
を
い
や
す
の

か
町
の
オ
ア
シ

「
ク

ツ
キ
ン
ク
ハ
ウ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
考
ノ
打

「

料

理

」

は

こ

こ

ろ

を

い

や

す

川

所

者

も

乃

・

5
4却
が
女
性
で
、
た
め
か
、
い
ず
れ
も
女
性
の
率
川

川

女

性

の

方

が

平

均

寿

命

が

長

い

が

高

い

。

川

川

川

川川

川

敏

の

川

川

U

U

M

川
崎
一
川
い
ま
注
目
の
ア
ジ
ア
映
画
。
ナ
ス
遅
延
を
き
っ
か
り
に
立
ち

一

司

剛

ト

ト

ιu

一
川
一
最
近
、
中
園
、
台
湾
映
画
が
話
上
が
る
青
春
群
像
劇
。
韓
国
辰

川

町

歳

以

よ

の

高

齢

者

の

2
山

計

額

額

叶

圃

暗

闇

山

題

を

呼

ん

で

い

ま

す

が

、

お

隣

ロ

l

ド

シ

ョ

ゐ
人
気
投
裂
で

号

川

り

雪

し

需

は

年

々

増

加

傾

仙

川

庶

民

隊

隊

f
l
l
E且
川
り
の
掃
一
図
書
も
世
界
的
に
注

警

2
匂

犀

川

向

に

あ

る

が

、

1
9
9
2年
の

閑

人

是

正

川

目

を

集

め

て

い

ま

す

。

『

キ

ル

ソ

ド

ム

』

よ

流

露

;

川

ヨ

酬

数

字

で

は

18
6万二
5
Q日
U

抗

肝

一色
刷
盟
関
川
先
日
ま
で
N

韓

国

映

画

の

全

家

庭

の

女

性

フ

ァ

ヨ

ン

は

、

朝

弄

十

宗

万

-
T'h
i
円
い
』

H

コヨ

川

世

情

。

う

ち

、

女

性

が

8
割
強
肌

F
F』
』
川
貌
H

と
銘
打
っ
て
、
新

・
旧

同

鮮

戦

争

に

よ

る

南

北

分

断

に

よ

頭

山

富

め

る

。

白

歳

以

上

で

平

供

酬

M
「

1
材
額
額

J
1剖
閤
崩
事
官
を
連
続
上
映
し
ま
し
た
。
そ
っ
て
離
散
し
た
家
旗
探
し
の
特

一平

川

と

量

し

て

い

る

人

の

副

合

は

:

日

協

協

降

い

十

時

閣

臨

陰

山

富

か

ち

話

題

に

な

っ

た

2
2
1かけ
に

、

幸

一

行

州

年

々

低

下

し

、

引

l

物

。

位

I
l
l
i-

-
llo
ll
i
-
-
-
-1

一
川
の
特
別
ロ
l
ド
シ
ョ
ー
を
し
ま
別
れ
に
な
っ
た
恵
子
を
探
し
始

L

川

特

別

控

訴

明

老

人

ホ

l

ム

の

入

山

す

。

め

る

。

そ

の

中

で、

死
ん
だ
と

M

叩三三回一言===三==三三三一一三===一三一==三三一三三==三
一一三=圭==z三三==三ZE===三宣言
一====三=三
一三=一三
一三
====豆一言====三=E====三===さ一
一三ZE--E
z
z
州
『
九
老
ア
リ
ラ
ン
』
e
e

・e
・
-
腕
ば
か
り
患
っ
て
い
た
恋
人
と
再

ザ

川
以
前
本
欄
で
も
お
ね
が
い
し
拡
げ
、
平
和
を
創
り
ま
し
ょ
う
」
「
私
の
い
の
ち
が
だ
い
じ
(
安
増
広
子
関
歳
東
京
)
川
レ
い
労
働
録
件
に
耐
え
な
が
ら
会
。
そ
の
後
、
恵
乎
と
思
わ
れ
均
一

川

し
ド伊

川』
ι「
第
九
条
の
会
・
ヒ
ロ
シ
マ
」
(
盟
問
川
ス
ミ
H
故
濁
川
秀
樹
陣
だ
か
ら
あ
な
た
の
い
の
ち
「
武
器
な
ん
で
い
う
無
駄
使
酬
も
、
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
希
望
を
抱
る
男
に
出
会
う
一
が
、
数
十
年
の
二

川
が
、

5
月
3
Eに
実

施

し

た

福

士

夫

人

)

も

だ

い

じ

に

し

た

い

」

(
訳
岡

い
は
や
め
て
。
み

ん

な

で

お

い

酬

い

て

働

い

て

い

た

女

子

工

員

た

空

白

の

時

間

と

現

在

の

家

庭

が

山

一一

=
-
=
一
主
主
主
主
=
-
Z
E
z
-
-
-
E
z
-
-
圭
=
i
=
=
=
一
三
一
喜
一
三
一
三
三
=
=
一
三
三
Z
E
E
-
=
=
三
一
三
一
一
三
一
三
Z
E
E
-
君
、

F
A
X
に
よ
る
市
民
フ
す
「
私
は
戦
争
古
し
な
い
。
し
和
子
議
広
島
県
)
し
い
も
宰
蚤
ベ
ょ
う
」
(
正
川
ち
が
、
仲
間
の
霊
死
と
ボ
l
あ
る
フ
ァ
ヨ
ン
は
、
警
認
知

止

私
た
ち
の
町
・
大
分
県
三
軍
と
に
し
、
全
国
か
色
作
品
を
募
川
町
i
ラ
ム
〈
第
九
条
を
あ
な
た
の
た
く
な
い
。
私
は
日
本
国
に
戦
「
世
界
中
み
ん
な
な
か
よ
レ
本
幻
歳
広
島
県
)
叩
=
=
一
三
=
=
=
圭
三
三
一
三
=
=
=
=
一
=
=
圭
一
三
三
三
三
三
重
=
=
z
-
霊
=
=
三
三
=
=
三
宣
言
喜
三
=
一
三
=
=
一
三
三
三
=
=
一
三
一
三
一言ZE--三三重一三

一
h
-

闇

融

襲

麓

町
は
大
分
県
南
西
部
に
位
置
し
策
し
て
い
ま
す
。

山
言
葉
で
い
い
か
え
る
と
〉
こ、

「
わ
し
ゃ

1
ね
(
私
は
ね
品
川
崎

E
Eの
美
喜
子
る
の
で
芸
、
守

2
0高
あ
く
ま
で
人
並
み
の
賃
金
を

一

一

鞠

蟻

鱒

諜

人
口
l
方

1
1人
ほ
ど
の
華
内
容
は
マ
民
謡
を
ふ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

t
「

私

は

戦

争

し

た

く

な

い

」

猛
犬
飼
わ
ん
遊
び
に
来
い
」
川
さ
ん
は
、
ダ
ス
キ
ン
ア
イ
ム
ス
く
ら
い
。
こ
れ
で

6
年
間
全
く
得
、
こ
の
仕
事
を
続
け
た
か
っ

一
市
一

鞭

畠

瞬

臨

品

小
差
町
で
す
。
に
し
た
創
作
マ
「
重
野
長
者
川
ん
中
な
の
に
9
事

長

雲

(

パ

ブ

H
マ
ク
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ザ
パ
l
ト
差
別
に
、
た
っ
た
l
同
じ
、

上
が
ら
ず
じ
ゃ
あ
た
ま
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
義

一
υ

瞬

間

購

撮

口

白

こ
の
私
た
ち
の
町
に
は
、
全
伝
説
」
の
主
扇
と
な
っ
て
い
ふ
で
剛
人
近
く
の
方
か
皇
が
よ

第
九
条
を
私
の
言
葉
で
い
う
と
|

広

島

県

)

川

人

で

裁

判

を

お

と

し

闘

い

を

挑

ち

な

い

。
男
の
ρ
正
社
員
μ

は
、
か
ち
一帰っ
た
と
た
ん
解
麗
遇
告

一

ν

融

問

概

融

市

国
重
で
諮
り
つ
が
れ
て
い
る
も
の
を
創
る
大
切
実
思
い
や
川
せ
ら
れ
ま
し
た
O
B
用

品

の

第
九
条
の
会
ヒ
ロ
シ
マ

F
A
X
フ
ォ
ー
ラ
ム

立
第
九
条
の
会
ヒ
ロ
シ
マ
」
川
み
ま
レ
た
。
と
と
ろ
が
、
罰
金
く
同
じ
仕
事
、
労
働
時
間
で

r

事

前

の

差

亘

書

室

一

ν

臨
臨
R
U
M
M
M

圃・帆E
F

・a
レ
，

剛

山

一

聞

週

明

監

聞

リ

炭
焼
長
者
の
伝
説
の
起
源
と
い
り
、
勇
気
の
い
ず
れ
か
を
す
刷
新
聞
意
見
広
告
で
も
掲
敵
す
也
争
を
さ
せ
な
い
。
さ
せ
た
く
な
に
な
る
こ
と
」

(
岡
田
は
な
は
8
月
日
自
の
新
聞
窓
見
広
告
川
を
お
こ
レ
た
と
た
ん
解
題
さ
れ
ヨ
司
司
ヨ
ヨ
司
ヨ
り
ま
せ
ん
。
賃
金
差
別
と
、
地

一

関

髄

灘

繍

肋

わ
れ
る
「
善
野
長
者
伝
説
」
マ
マ
要
は
有
望
、
紙
芝
山
予
定
だ
そ
う
子
が
い
く
つ
か
ぃ
。
い
か
な
る
国
々
に
つ
い
て
器
広
量
)
の
た
め
協
力
量
集
中
。
l
口
川
ま
し
た
。
書
さ
ん
の
言
、

一三

=

三

一

υ
集
会
系
め
、
美
吉
さ
ん
は

一
行

暢

醐

轍

釦

が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
小
さ
な
居
、
寸
劇
、
襲
な
ど
何
で
も
円
傑
作
υ
を
紹
介
主
す

o

E連
に
つ
い
て
も
掌
を
「
世
界
の
女
性
長
か
ら
i
o
o
o
円
(
で
き
れ
ば

2
盟

主

判

闘

争

しを

支

一

三

一

三

E
Z闘
っ
て
い
ま
す
。

一
司

監

醐

臨

が

る
ら
家
庭
で
伝
高
い
て
可
。
方
一
言
電

側
字

詰

l

川

「

警

告

算

の

事

喜

た

く

な

い

」

(

栗

昔

、

持
長
け
て
き
た
P

ほ
ん
ね
H

口
)
痕
昔
日
広
号

・

3
0川
た
め
に
「
パ

l
賃
金
差
別
表
一
一三

Z二
ス
イ

書

さ

ん

22毒
労
働
者

一
昨

欄

臨

臨

町

き
た
物
語
で
す
。
し
か
し
、
近

長

量

。

テ

I
プ
、
ピ
デ
山
本
主
る
も
の
で
す
。
世
界
に
手
元
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使
)
を
条
文
に
し
た

に
手
を
出
す
人
も
い
て
、
み
な

満
足
そ
う
だ
。

客
が
入
り
出
す
。
キ
ッ
チ
ン

で
か
き
揚
げ
を
燭
げ
る
人
、
お

客
さ
ま
に
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
人

。
キ
ッ
チ
ン
に
入
っ
て
い
た

人
が
、
外
に
出
て
来
て
サ
ー
ビ

ス
岸
信
め
た
り
す
る
。

「
誰
が
伺
を
す
る
か
、
全
然

決
め
て
な
い
の
で
す
よ
。
皆
が

第 1066雪第 1066号
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ス

や
る
人
も
い
る
。
助
け
あ
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。
み
な
も
う
な

れ
て
、
自
信
も
つ
い
て
き
ま
し

た
。
后
が
混
ん
で
来
て
も
躍
も

オ
タ
オ
タ
し
な
い
で
し
ょ
う

?」
二
十
代
か
ち
宣一
十
代
ま
で
メ

ン
バ
ー
三
十
人
、
ス
タ
ッ
フ
三

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

一
人
で
や
っ
て
い
る
。
正
直
な

し
出
し
て
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り

し
た
。「寝
で
い
て
何
も
で
き
な
く

て
も
、
こ
こ
で
は
鮭
も
と
が
め

ま
せ
ん
。
み
な
、
傷
つ
い
た
経

験
が
あ
る
人
た
ち
で
す
。
ど
う

し
て
も
身
体
が
動
か
な
い
日
が

あ
る
の
を
、
お
互
い
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
か
ろ
、
何
も
い
わ
ず
、

だ
ま
っ
て
カ
バ
ー
す
る
。
そ
れ

て
「
ク
γ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
を

は
じ
め
た
の
が
七
年
前
。

「
料
理
は
ケ
ア
に
と
て
も
い

い
の
で
す
。
病
院
の
デ
イ
ケ
ア

で
も
料
理
は
量
要
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
1

ま
す
。
お
い
し

い
料
理
を
金
ベ
て
怒
る
人
は
な

い
。
料
理
は
人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

だ
。
ホ
ッ
と
す
る
場
所
を
求
め

て
二
時
間
も
か
か
っ

γ
来
る
人

も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
ふ
え
る

一
方
。
み
な
の
脱
い
だ
靴
で
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
も
閉
ま
ら
な

い
有
禄
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
、
よ
く
料
理
の

材
料
を
買
い
出
し
に
タ
¥
「
み

は
w
歳
以
上
の
女
性
の

独
り
暮
ら
し
増
え
る

子
供
と
の
同
居
は
年
々
低
下

認可
直E

F 
. .， 

A
E
J

考
に
、
一
世
情
当
た
り
百
円

宇
越
え
な
い
金
頭
(
立
川
市
は

約
六
万
世
帯
〉
を
目
安
に
決
定

し
た
。
合
同
葬
儀
の
経
費
は
、

市
長
・
総
長
m
u
t
花
各
ニ
方
、

呑
典
各

一
方
の
計
六
万
円
(
交

際
費
か
ら
支
出
)
。
運
蛍
・
手

伝
い
の
職
員
手
当
七
十
万
円
で

あ
る
。弔
慰
金
支
出
を
市
長
の
専
決

処
分
と
し
た
ご
と
に
つ
い
て
は

「
本
来
、
香
典
等
は
霊
前
に
供

え
る
べ
き
性
格
の
も
の
。
十
七

日
の
一
葬
儀
に
間
に
合
わ
せ
る
た

め
、
議
会
に
相
談
す
る
い
と
ま

が
無
か
っ
た
σ
市
誠
会
各
会
派

の
代
表
者
会
識
で
了
承
を
得

た
」
と
説
明
し
た
。

さ
と
屋
」
か
ら
、
手
が
な
く
て

レ
ス
ト
ラ
ン
を
閉
め
る
が
、
あ

と
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
話
が

あ
っ
た
。
弁
当
の
出
前
を
額
ま

れ
で
や
っ
た
と
と
も
あ
り
、
で

手
作
り
の
味
。
己
ん
な
庖
が
こ

の
辺
り
に
少
い
せ
い
か
、
ひ
い

き
に
し
て
下
さ
る
方
が
大
艶
で

き
ま
し
た
D

精
神
病
と
聞
い
て

恐
が
っ
た
人
も
、
こ
こ
に
来
て
、

F
4
 

レストラン「クッキングハウス」
ハ来切さ

長EES季
語録誌
にはク年力、

是覇正直三
わだン 語
る 。グ以み

楽
し
そ
う
ね
と
安
心
し
、
言
集

宇
美
わ
し
て
心
の
慢
し
い
人
ば

か
り
ね
、
と
一言
っ
て
下
さ
る
ん

で
す
-e」

松
浦
さ
ん
や
メ
ン
バ
ー
の
話

住
民
監
査
請
求
を
し
た
樋
口

ち
さ
子
さ
ん

「
弔
窓
に
関
し
て

日
本
人
は
つ
く
づ
く
占
い
体
質

だ
と
思
っ
た
。
市
民
の
半
数
は

五
百
万
円
以
乍
の
年
収
で
働
い

て
い
る
。
市
長
だ
か
ち
と
い
っ

て
、
市
民
の
血
税
か
色
独
自
の

判
断
で
五
百
万
も
の
大
金
を
出

し
て
い
い
の
か
。
世
帯
当
た
り

い
く
ら
だ
の
、
納
税
者
の
選
沢

の
自
由
が
全
く
無
視
さ
れ
た
今

回
の
よ
う
な
と
と
は
納
得
で
き

な
い
。
市
民
の
税
金
を
ど
う
使

う
か
に
つ
い
て
は
規
定
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
だ
」

を
画
い
て
い
る
と
、
話
に
い
れ

て
ほ
し
い
と
、
客
の

一
人
が
や

っ
て
き
た
。
偶
然
前
を
通
っ
て

メ
ニ
ュ
ー
表
を
見
て
入
り
、
気

に
い
っ
て
何
度
か
来
た
。
居
に

詔
い
で
あ
る
「
ク
y

キ
ン
グ
ハ

ウ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
穿
」
叫

ん
で
感
動
し
た
と
。
「
あ
の
ね
、

親
娠
に
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
る
宇

が
い
る
の
。
仲
間
に
入
れ
て
も

ら
え
る
か
し
ち
。
男
の
子
だ
け

ど

白」
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

笛
え
た
。
「
大
丈
夫
、
人
数
は

少
い
け
ど
男
の
子
も
メ
ン
バ
ー

に
い
ま
す
。
こ
こ
の
人
の
ス
ゴ

い
と
こ
ろ
は
、
今
来
た
人
も
す

ぐ
仲
間
に
し
ち
ゃ
う
と
と
ろ
よ

F
」
。「
ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
か
ち

こ
ん
に
ち
は
」
は
主
国
の
支
懐

手
へ
の
報
告
の
た
め
に
八
百
部

印
刷
。
手
曹
き
。
再
生
紙
使
用
。

イ
ラ
ス
ト
は
絵
浦
さ
ん
の
長
女

の
も
と
こ
さ
ん
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン

・
ク
γ
キ
ン
グ

ハ
ウ
ス
H
調
布
市
布
田
三
l
一
一

l
六
一

O
三
み
さ
と
屋
内

宮

0
4
2
4
・刷出

・
4
1
0
3

韓
国
映
画
の
話
題
作
二
本
上
映

「九
老
ア
リ
ラ
ン
」
と
「キ
ル
ソ
ド
ム
」

す
る
と
と
に
戸
惑
う
。
こ
の
映

固
で
別
の
輪
国
の
顔
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

期
間

6
/日
出

1
7
/
l

働
ま
で
0

時
間
『
九
老
ア
リ

ラ
ン
』
ロ
時
泊
分
、
凶
時
間
山
分
、

同
時

ω分
、
同
時
mw分
。
『
キ

ル
ソ
ド
ム
』
(
レ
イ
ト
シ
ョ

1
)

幻
時
。
料

金

前

売

1
4
0
0円

(
当
日
1
7
0
0円
)
、
高
・

大
生
1
4
0
0円
(
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
チ
ケ
ッ
ト
ピ
ア
ほ
か
)
。

場
所
中
野
武
蔵
野
ホ
l
ル

官
邸
・

3
3
8
9
・
3
3
0
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全
国
に
展
開
さ
せ
た
い

意
向
自
主
活
動
の
す
ば
ら
し
さ

歴史の真実を知ることによって成長していく「幡ゼミ」の若者たちを描く

金
学
順
さ
ん
に
会
う
。
金
さ
ん

の
証
言
に
戦
争
の
持
つ
残
酷

さ
、
今
も
そ
の
傷
跡
を
引
き
ず

っ
て
生
き
て
い
る
現
実
の
あ
る

若
者
た
ち
は
、
「
な
ぜ
こ
こ
に
と
と
を
知
り
、
言
葉
を
無
く
し

朝
鮮
人
が
い
た
の
か
」
と
疑
問
涙
を
慨
す
若
者
た
ち
。

を
持
つ
。
当
時
を
知
る
人
に
会
韓
国
で
も
多
く
の
若
者
た
ち

っ
て
話
を
聞
く
、

2
0、
常
時
百
と
知
り
あ
っ
た
。
彼
ち
と
真
の

人
か
ち
二
百
人
の
朝
鮮
人
が
働
友
好
を
結
ぶ
に
は
、
自
分
た
ち

き
、
中
に
は
朝
鮮
か
ら
強
制
連
は
こ
れ
か
ら
伺
が
で
き
る
の
か

行
さ
れ
た
人
が
い
た
と
と
や
家
|
|
若
者
た
ち
は
次
の
ス
テ
ッ

族
連
れ
も
い
て
、
急
造
さ
れ
た
プ
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
る
。

掘
っ
立
て
小
屋
に
住
ん
で
い
た
映
画
は
、
学
校
内
管
理
学
習

こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
く
る
。

で
は
学
べ
な
い
、
自
主
活
動
の

証
言
者
の
一
人
か
色
、
当
時
仲
す
ば
ち
し
さ
を
教
え
て
く
れ

よ
し
だ
っ
た
朝
鮮
の
少
女
に
会
た
。

い
た
い
。
探
し
て
欲
し
い
と
頼
監
督
の
森
さ
ん
は
「
高
知
の

ま
れ
た
り
す
る
。
生
徒
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
全

一
九
九
二
年
、
N
H
K
「
青
固
に
知
ら
せ
た
い
。
上
映
を
全

春
メ
y
セ
l
ジ
」
で
、
在
日
朝
国
に
屋
聞
し
て
い
き
た
い
」
と

鮮
人
の
現
状
を
語
り
、
「
お
会
い
う
。

い
し
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
貯
『
渡
り
川
』
完
成
記
念
特
別

た
神
戸
朝
鮮
高
校
の
金
有
美
有
料
試
与
会

さ
ん
の
呼
び
か
け
に
、
「
会
っ
6
月
包
白
川
w
m
時
却
分
朝

て
み
よ
う
」
と
彼
女
を
四
万
十
日
生
命
ホ

l
ル
(
新
宿
駅
西

川
へ
招
く
。
四
国
と
神
戸
、
互
口
)
。

い
に
ホ
l
ム
ス
テ
ィ
を
し
な
が
7
月
1
日
働
問
時
却
分
足

ら
友
情
を
育
て
る
。

立

区
産
業
振
興
館
(
北
千
住
駅

九
三
年
夏
、
若
者
た
ち
は
韓
西
口
)
。

国
へ
旅
立
つ
。
そ
と
で
日
本
軍
前
売
1
2
0
0
円
(
当
日
精

の
慰
安
婦
に
さ
せ
ら
れ
た
算
券
1
4
0
0
円
、
当
日
券
l

た

7
0
0
円
)
、
小
中
高
生
前
売

お
側
円
(
清
算
券
蜘
円
、
当
日
券

1
1
0
6
0
円
)
。

前
売
券
申
込
み
川
『
渡
り
川
』

東
京
上
映
委
員
会
宮
/
F
A
X

J
m
・
3
3
5
7
・
3
4
7
10

「
日
本
最
後
の
清
流
」
と
い
わ
れ
る
四
万
十
川
こ
れ
は
俗
名
で
、
本
当
の
名
前
は
『
渡

り
川
』
と
い
う
。
『
渡
り
川
』
務
題
名
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
完
喝
こ
の

慢
話
写
上
映
が
行
わ
れ
ぺ

四
万
十
川
ハ

一
九
二
J
)
の

流
域
に
あ
る
高
知
県
幡
多
郡
の

県
立
九
校
の
生
徒
と
教
師
が
、

足
も
と
か
ら
平
和
と
人
権
、
青

春
を
見
つ
め
よ
う
と
十
年
前
か

ら

「幡
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
つ
く

り
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
、

埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し

て
き
た
。
映
画
は
、
戦
前
の
朝

鮮
人
強
制
連
行
の
実
態
を
調
べ

る
過
程
で
、
在
日
朝
鮮
人
高
校

生
と
の
出
会
い
、
韓
国
へ
の
旅

を
タ
テ
糸
に
、
友
情
、
真
実
の

苛
酷
さ
、
そ
れ
等
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
若
者

た
ち
、
彼
ち
を
育
む
自
然
や
家

族
た
ち
を
ヨ
コ
糸
に
、
青
春
を

生
き
る
若
者
た
ち
の
姿
が
生
き

い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

監
督
は
、
「
ビ
キ
ニ
の
海
は

日
本
で
最
も
澄
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
四
万
十
川

忘
れ
な
い
」
(
日
本
映
画
ペ
ン

ク
汚
ブ
優
秀
作
品
)
の
森
康
行
、

「
潤
の
街
」
(
文
化
庁
優
秀
映

画
作
品
)
の
撮
影
監
督
の
金
徳

哲
さ
ん
二
人
が
監
督
す
る
共
同

作
品
。
ナ
レ
ー
タ
ー
は
名
優
・

井
川
比
佐
志
。

〈
あ
、
り
す
じ
〉

四
万
十
川
下
流
域
の
中
村

市
。
彼
ら
が
通
学
し
て
い
る
土

手
、
中
流
域
の
西
土
佐
村
の
鉄

道
(
四
江
川
線
)
、
よ
流
の
大

正
町
に
あ
る
津
賀
ダ
ム
な
ど
、

戦
時
中
に
多
く
の
朝
鮮
人
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
と
と
を
知
っ
た

戦争
中
兵
器務
停
って
い
た

地
下
海
務
調
べ
る
幡
ゼ
ミ

緯
国
義
れ
福
ゼ
ミ
義

国
の
若
者
は
、
古
典
舞
踊
で

歓
迎
し
て
く
れ
た

、，... ・蜘
4 

，ff 

「シ
ニ
ア
の
た
め
の
安

全
ガ
イ
ド」

を
作
成

食
希
望
者
に
配
布
食

制
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は

こ
の
ほ
ど
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
を
減
ら
す
乙
と
を
目
的

に
、
、
自
分
自
身
の
運
転
関
連

能
力
の
変
化
を
自
分
で
知
る

H

自
己
診
断
タ
イ
プ
H

の
交
通

(第3種郵便物毘可)

外
米
に
合
う

サ
フ
ラ
ン
は
、
世
界
に
数

あ
る
ス
パ
イ
ス
の
中
で
、
最

も
高
価
な
も
の
で
す
。
ス
パ

イ
ス
に
は
、
花
の
雌
レ
ベ
を

用
い
ま
す
。
約
問
本
の
雌
し

べ
で
も
、
た
っ
た
の
1
グ
ラ

ム
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
サ
フ
ラ
ン
に
は
普

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
違
和
物
、

増
量
剤
な
ど
が
混
ぜ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
い
く
つ
か
を
上
げ
て

み
ま
す
午

l
。

着
色
し
た
ワ
ッ
ク
ス
の
細

片
、
ヤ
ナ
ギ
の
根
、
サ
フ
ラ

第 1066雪

ワ
l
(紅
花
)
の
花
、
き
九

せ
ん
か
の
花
弁
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
毛
、
合
成
タ
l
ル
系

色
素
で
着
色
し
た
も
の
な
ど

.・・
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
添
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

サ
フ
ラ
ン
は
、
ク
ロ
ッ
カ

ス
に
よ
く
似
た
、
ア
ヤ
メ
科

の
植
物
で
す
。
ク
ロ
ッ
カ
ス

は
、
春
に
吃
が
咲
き
ま
す
が
、

サ
フ
ラ
ン
は
秋
に
咲
き
ま

す
。
雌
し
べ
が
違
う
の
で
、

ク
ロ
ッ
カ
ス
と
の
見
分
け
は

簡
単
で
す
。
花
の
開
花
期
は

回
目
聞
と
短
い
の
で
、
素
早

く
収
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
開
花
後
、
鮮
や
か
な

の
3
本
の
雌
し
べ
(
柱
頭
)

を
手
で
探
取
し
、
乾
燥
し
ま

す。
サ
フ
ラ
ン
に
は
、
季
節
の

昌
子
侵
の
咲
く
花
と
し
て
の、

サ
フ
ラ
ン
に
は
独
特
の
芳

香
が
あ
り
、
乙
れ
を
楽
し
ん

だ
時
代
も
あ
り
ま
す
。
ギ
リ

シ
ア

・
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、

zuusdE 

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

『
花
の
女
神
フ
ロ
ア
は
、
晩

秋
に
な
る
と
野
草
が
枯
れ
て

花
が
な
い
と
、
子
羊
た
ち
が

昼
寝
の
祷
に
寂
し
い
だ
ろ
う

と
思
い
や
り
、
こ
の
花
を
咲

か
せ
た
』
と
い
う
も
の
で
す
。

劇
場
や
公
会
堂
の
床
に
サ
フ

ラ
ン
を
香
料
と
し
て
散
布
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

サ
フ
ラ
ン
か
ら
作
っ
た
お

茶
は
、
精
を
つ
け
、
人
を
楽

天
的
に
す
る
も
の
だ
と
考
、
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
回
世
紀

安
全
小
冊
子
「
シ
ニ
ア
の
た
め

の
安
全
ガ
イ
ド
」
を
作
成
、
希

望
者
に
国
布
し
て
い
る
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な

か
、
五
年
後
、
十
年
後
に
高
齢

者
と
な
る
年
齢
層
は
、
現
在
の

高
齢
者
層
よ
り
も
格
段
に
免
許

の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
陽
気
な

人
達
を
「
サ
フ
ラ
ン
の
寝
床

に
穫
て
い
た
奴
」
な
ど
と
呼

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た

サ
フ
ラ
ン
茶
を
カ
ナ
リ
ア
の

水
に
入
れ
た
り
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
女
性
た
ち
は
、
手
足

を
丈
夫
に
す
る
目
的
で
、
シ

砂139‘
ー
ツ
を
サ
フ
ラ
ン
で
染
め
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
フ
ラ
ン
は
、
や
や
刺
激

的
な
芳
香
が
あ
り
ま
す
が
、

一
番
の
特
徴
は
伺
と
言
っ
て

も
鮮
や
か
な
黄
樺
色
の
着
色

性
で
す
。
色
素
成
分
は
、
唐

タ
イ
の
巻
⑮

五
月
下
旬
に
今
年
ニ
回
目

の
タ
イ
に
行
っ
て
来
た
。
行

っ
た
先
は
ス
リ
ン
県
に
あ
る

タ
ク
ラ
ン
村
で
あ
る
。
隣
国

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
食
文
化
が
色

濃
い
地
域
で
あ
る
。
主
食
は

も
ち
米
も
あ
る
り
れ
ど
大
部

分
は
バ
ン
コ
ク
と
同
じ
う
る

ち
米
で
あ
る
。
な
お
か
つ
乙

の
国
の
一
等
米
カ
オ

・
ホ
ー

ム
・
マ
リ
の
生
産
地
で
も
あ

る
。
ヵ
ォ

・
ホ
ー
ム
・
マ
リ

と
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
花
の
香
り

が
す
る
ほ
ど
美
味
し
い
米
と

い
う
意
味
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。

こ
の
香
り
こ
そ
タ
イ
人
の
人

々
に
と
っ
て
は
美
味
し
い
象

徴
と
な
り
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
「
変
な
匂
い
」
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
園
に
移
り
住

ん
だ
日
本
人
ま
で
も
、
初
め

の
ほ
ん
の
短
い
間
「
ち
ょ
っ

と
変
?
」
(
初
体
験
香
り
だ

な
あ
・:
)
と
思
う
だ
け
で
、

あ
と
は
「
乙
ん
な
美
味
し
い

お
米
を
日
本
の
人
た
ち
は
何

故
ま
ず
い
と
言
う
の
か
し
ら

ね
え
」
と
い
う
と
と
と
な
る
。

あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
、
そ
の

地
域
、
そ
の
風
土
に
合
っ
て

こ
そ
お
米
は
美
味
し
く
な
る

の
で
あ
る
。

保
有
率
が
高
く
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
急
増
し
て
い
く
と
考
え

ろ
れ
る
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は

自
分
の
機
能
低
下
に
気
づ
か
な

い
こ
と
が
多
く
、
ぞ
れ
が
事
故

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

同
開
子
で
は
、
身
体
の
機
能
、

運
転
時
の
判
断
、
運
転
知
識
な

ど
に
つ
い
て
質
問
を
設
定
、
自

己
採
点
、
そ
れ
を
基
に
専
門
家

が
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
形
式
を

辛
子
や
パ
プ
リ
カ
と
は
異
な

り
、
水
に
よ
く
溶
け
る
性
質

で
す
。
世
界
の
サ
フ
ラ
ン
を

使
っ
た
料
理
を
見
ま
す
と
、

水
を
加
え
て
炊
く
ピ
ラ
フ
、

パ
エ
リ
ア
な
ど
の
ご
飯
料

理
、
ブ
イ
ヤ
ベ

l
ス
、
シ
チ
ュ

ウ
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
。
魚

介
類
に
合
う
の
で
、
イ
タ
リ

ア
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の
地
中

海
料
理
の
特
徴
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
外
米
が
食
卓
に
上
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
数
ヶ
月
、
外

米
に
良
く
合
う
ス
パ
イ
ス
と

し
て
、
パ

ニ
ッ
ク
的
に
売
れ

て
い
る
状
態
で
す
。

(
資
料
提
供

・ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
一
吉
附
/
本
文
・
武

政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細
田

貞

一
)

さ
て
ス
リ
ン
県
の
美
味
し

い
食
べ
物
と
言
え
ば
、
プ
ラ

l
・
ラ
l
か
も
し
れ
な
い
。

淡
水
魚
に
塩
を
し
、
ご
飯
と

合
わ
せ
発
酵
さ
せ
た
調
味
料

で
日
本
で
は
な
れ
ず
し
と
き

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ス
リ
ン
で
は
ラ
オ
ス
語
の

「パ

・
ラ
l
」
と
呼
ば
れ
、

実
に
様
々
な
料
理
に
使
わ
れ

れ多国B本@傘弗ずL
漬けすぎたみそ漬けの魚は

みそ釘りの魚は、食べごろ
が 1~3 日とけっこう短く、

l週間もおくと身はしまりす
ぎ、辛くなってしまう。酒と
水を同岱にまぜ、煮切りし(一
度沸騰させ冷ます)乙れに魚
を浸すと不思搬においしさを
とりもどす。

回大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

アピ一フテ

て
い
る
。
こ
の
パ

・
ラ
!
の
原
料
と

な
る
淡
水
魚
は
何
な
の
か
村

で
ご
馳
走
に
な
る
度
に
聞
く

け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
答
は

「
あ
っ
ち
の
池
で
捕
っ
た
魚

だ
よ
」
と
か
「
市
場
で
買
っ

た
」
と
か
で
魚
の
名
を
知
ち

な
い
。
乾
期
の
終
り
の
こ
の

時
期
、
タ
ク
ラ
ン
村
へ
の
途

中
の
溜
池
で
村
人
が
総
出
で

魚
捕
り
を
し
て
い
た
。
捕
れ

た
の
を
見
れ
ば
プ
ラ
1
・
ニ

ン
会
ア
ラ
ビ
ア
)
と
プ
ラ
l
・

チ
ョ
ン
(
雷
魚
)
だ
っ
た
か

ち
、
最
近
は
聾
殖
魚
と
し
て

手
に
入
り
や
す
い
プ
ラ
1
・

ニ
ン
が
パ

・
ラ
ー
の
原
料
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

、
ν酸
味
の
出
た
パ

・
ラ
ー
を

つ
ぶ
し
、
輪
切
り
眉
辛
子
と

み
じ
ん
切
り
の
ニ
ン
ニ
ク
と

合
え
た
の
が
最
も
素
朴
な
調

理
方
法
。
生
の
キ
ャ
ベ
ツ
、

イ
ン
ゲ
ン
、
ナ
ス
な
ど
の
野

菜
類
、
そ
し
て
頭
ご
と
丸
焼

き
に
し
た
プ
ラ
l
・
ド
ッ
ク

(
ナ
マ
ズ
)
に
つ
け
て
食
べ

る
「
ナ
ム

・
プ
リ
ッ
ク
・
パ

・
ラ
l
」
は
美
味
だ
っ
た
。

(戸
田
杏
子〉

と
り
、
気
軽
に
自
己
診
断
、
安
し
て
切
手
(
l、
2
冊
川
円
、
3
、

全
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
4
開
制
円
、
5
冊
以
上
川
円
)

る
。
監
修

・
小
林
貫
(
岡
国
際
を
同
封
、

干
山
千
代
田
区
神
田

交
通
安
全
学
会
・
主
任
研
究
淡
路
町
2
1
9
日
本
損
害
保

員
)
。
A
四
判
三
十
日
1
0
険
協
会

・
安
全
技
術
部
。
六
月

希
望
者
は
郵
送
料
の
一
部
と
来
日
ま
で
に
。

szzz$ZZ8888zszzzzszzzzszzzzZ8888Gzzzzzg仇

e
-

出
廷
一
頭
訓
州
劃
川
伝
一
涯
一
一

-』一一一一一一一一一三一一一=

同
日
附
i
幻
自
問
西
武
池

袋
庖
6F
ザ
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
l
ア
l
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大

作
か
ら
小
品
ま
で

ω数
点
を
屋

覧

無

料
'v英
4

藷
無
料
体
験
レ
ッ
ス

、
/
同
日
回
目
時
泊
分
東
京
Y

W
C
A
会
館
(
御
茶
ノ
水
駅
5

分
)
中
2
、
3
程
度
の
語
学

力
の
あ
る
人
申
込
み
・:
同
会

館
宮
m
-
3
4
9
3
・
5
4
2

日
川
凶

V
T
0
H
A
N
E
C
O
 

B
O
O
K
F
A
I
R
 

叩
白
幽
i
ロ
日
間
叩
時
i
口

時
叩
分
(
凶
日
ロ
時
か
ら
)

東
京
ド
1
ム
・
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
(
水
道
橋
駅
l
分
)
地
球

を
考
、え
る
た
め
の
4
0
0
0
冊

の
本
の
展
示
販
売
と
、
環
境
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
入
場
無
料

V
エ
ポ
ッ
ク
叩
ま
つ
り
お

っ
と
こ
一
座
公
演

ロ
日
間
凶
時
エ
ポ
ッ
ク
叩

(
池
袋
駅
西
口
)
「
ど
く
だ

み
原
に
隆
る
雨
は
|
1
逝
っ
た

S
君
に
」
全
9
場
町
分
激
務

の
さ
な
か
に
「
過
労
荏
し
た

父
の
死
因
を
探
る
中
で
、
息
子

は
、
自
ら
の
生
き
方
を
見
出
し

て
い
く
無
料
※
保
育
有

(
2
歳
以
上
)
要
予
約
主
催

・:
同
実
行
委
告
白
・
5
9
5
4

・
1
A
n
u
-
5

V
佐
光
E
紀
子
洋
画
展

V
〉
ロ
印
回
目
巾
戸
ロ
ロ
0
7
門戸ヨ巾

出
血
〈
ゆ
『
口
口
一
の
o
o
E
ロ∞

日

開
口
色
目的}同一
一

羽
田
四
日
時
東
京
Y
W
C

A
武
蔵
野
セ
ン
タ
ー

(
J
R
三

鷹
駅
)
ジ
ュ
リ
!
・
ロ
ジ
ャ

ー
ス
1
8
0
0
円
エ
プ
ロ

ン
持
参
ロ
名
申
込
み
・
問

合
せ
・・
・
同
セ
ン
タ
ー
宮
0
4
2

2
・
臼
・
ヨ
5
8
1、
告
0
4

2
2
・
日
・
1
4
3
6
(
佐
々

木
)

家族のこころが、受け継がれる家で京家の中心に設けた大きな“蔵"は、いま

までになかった、まったく新しい空問。その役割は、日用品などを納める生活収納にとどまりません。

‘‘蔵"1立、蔵書や記念、の品、由緒ある品々、ご両親の愛着の品なと思い出や家風、愛情までもしまっ

ておける、いわば家族の気持ちのよリどころになります二三世代の財産を保管することで、家族のこ

ころが受け継がれ、家族の歴史や文化は末永くイ云わることでしょう。お子さまも、自然とモノの価値

観を養うことができます二こころの豊カ、さを大切にする「蔵のある家jは、幸せを育む住まいですL

可両 側 同

蔵のある稼 句写.，ニ(j.-lSf土磁外出むのの'11:1れています
ョ北，毎必・9蝿~!![で"眼健いFニして必リまぜん多雷泡巨て11-es.f全樽 1生舗の:.'.iリSす

還問.，るl!:(セラミyク).写.に1:.-&1"全得外のものか宮まれています

マ:lUhl.，4'縄燈珪わ""多官燈巨てt:眠買いたして釘IIJtさん

のこすべき財産がある。家には、ったえ、

空間を自由に、美しく楽しめる家で京大きな“蔵"のおかげで、部屋はすっきり、

美しく暮らせますL空間を広く、大きく使えるため、季節や来客に応じてのしつらいも自由。趣味に

取り組む余裕も生まれ、道楽も深められることでしょう。個性に合わせて暮らせますから、どんな

ライフスタイルにも、また年々変化していくライフステージにもしなやかに対応できます二心地よい

吹き抜けを設けているため、大きなタペストリーも飾れる天井の高い部屋など、空間への新提案

も盛り込んだ「蔵のある家J。ゆとりある空間で、ゆとりある生活をいつまでも実現できる住まいてる乱

~大切な土地だから、居住空間は有効に使いたい。 資斜進呈 E のある軍Jの歯科令差し上げます二希望の方はハガ
キに住所 ・氏名年齢土地町有費者・I査当する番号をニle入のうえお由

⑤低金利だからこそ、住宅ローンを上手に使いたL、。 し込みくだ8い 〒165東京都中野北郵便局局留ミサワホーム資料室
...  ム・・晶_.晶今 a ・h 噌

る将来、家族が増えても対応できる住まいlこしたL、 :. r :;e.::'4，':'シ占高不在日内心
II"."， I..~" 含 ln ，ぜん). 、，ftl寄りの‘"つ'ームヘわ守L含，

①由緒あるモノ、家族の思い出の品は大切にしたい。

②いろいろとモノが増えてきて、収納に因っている。

③リビングや和室は、すっきり、広ぴろと使いたい。

「蔵のある家」は、
こんなご家族にお勧めしま90

*1選者11分は、 f;fi~奇:1:しての使)1 11まで.きません。

同耕j帽でム&今年こそ、せ2ひとも新居を建てたいと思っている。4笠王呈整頓とモノを大切にする習慣をしつけたL'0 資料請求の際に、該当する番号をお答えください。

(4 ) 〈金曜日〉1994年 6月 10日安帝 f、燕斤胆有国~ 

全
国
に
展
開
さ
せ
た
い

意
向
自
主
活
動
の
す
ば
ら
し
さ

歴史の真実を知ることによって成長していく「幡ゼミ」の若者たちを描く

金
学
順
さ
ん
に
会
う
。
金
さ
ん

の
証
言
に
戦
争
の
持
つ
残
酷

さ
、
今
も
そ
の
傷
跡
を
引
き
ず

っ
て
生
き
て
い
る
現
実
の
あ
る

若
者
た
ち
は
、
「
な
ぜ
こ
こ
に
と
と
を
知
り
、
言
葉
を
無
く
し

朝
鮮
人
が
い
た
の
か
」
と
疑
問
涙
を
慨
す
若
者
た
ち
。

を
持
つ
。
当
時
を
知
る
人
に
会
韓
国
で
も
多
く
の
若
者
た
ち

っ
て
話
を
聞
く
、

2
0、
常
時
百
と
知
り
あ
っ
た
。
彼
ち
と
真
の

人
か
ち
二
百
人
の
朝
鮮
人
が
働
友
好
を
結
ぶ
に
は
、
自
分
た
ち

き
、
中
に
は
朝
鮮
か
ら
強
制
連
は
こ
れ
か
ら
伺
が
で
き
る
の
か

行
さ
れ
た
人
が
い
た
と
と
や
家
|
|
若
者
た
ち
は
次
の
ス
テ
ッ

族
連
れ
も
い
て
、
急
造
さ
れ
た
プ
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
る
。

掘
っ
立
て
小
屋
に
住
ん
で
い
た
映
画
は
、
学
校
内
管
理
学
習

こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
く
る
。

で
は
学
べ
な
い
、
自
主
活
動
の

証
言
者
の
一
人
か
色
、
当
時
仲
す
ば
ち
し
さ
を
教
え
て
く
れ

よ
し
だ
っ
た
朝
鮮
の
少
女
に
会
た
。

い
た
い
。
探
し
て
欲
し
い
と
頼
監
督
の
森
さ
ん
は
「
高
知
の

ま
れ
た
り
す
る
。
生
徒
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
全

一
九
九
二
年
、
N
H
K
「
青
固
に
知
ら
せ
た
い
。
上
映
を
全

春
メ
y
セ
l
ジ
」
で
、
在
日
朝
国
に
屋
聞
し
て
い
き
た
い
」
と

鮮
人
の
現
状
を
語
り
、
「
お
会
い
う
。

い
し
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
貯
『
渡
り
川
』
完
成
記
念
特
別

た
神
戸
朝
鮮
高
校
の
金
有
美
有
料
試
与
会

さ
ん
の
呼
び
か
け
に
、
「
会
っ
6
月
包
白
川
w
m
時
却
分
朝

て
み
よ
う
」
と
彼
女
を
四
万
十
日
生
命
ホ

l
ル
(
新
宿
駅
西

川
へ
招
く
。
四
国
と
神
戸
、
互
口
)
。

い
に
ホ
l
ム
ス
テ
ィ
を
し
な
が
7
月
1
日
働
問
時
却
分
足

ら
友
情
を
育
て
る
。

立

区
産
業
振
興
館
(
北
千
住
駅

九
三
年
夏
、
若
者
た
ち
は
韓
西
口
)
。

国
へ
旅
立
つ
。
そ
と
で
日
本
軍
前
売
1
2
0
0
円
(
当
日
精

の
慰
安
婦
に
さ
せ
ら
れ
た
算
券
1
4
0
0
円
、
当
日
券
l

た

7
0
0
円
)
、
小
中
高
生
前
売

お
側
円
(
清
算
券
蜘
円
、
当
日
券

1
1
0
6
0
円
)
。

前
売
券
申
込
み
川
『
渡
り
川
』

東
京
上
映
委
員
会
宮
/
F
A
X

J
m
・
3
3
5
7
・
3
4
7
10

「
日
本
最
後
の
清
流
」
と
い
わ
れ
る
四
万
十
川
こ
れ
は
俗
名
で
、
本
当
の
名
前
は
『
渡

り
川
』
と
い
う
。
『
渡
り
川
』
務
題
名
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
完
喝
こ
の

慢
話
写
上
映
が
行
わ
れ
ぺ

四
万
十
川
ハ

一
九
二
J
)
の

流
域
に
あ
る
高
知
県
幡
多
郡
の

県
立
九
校
の
生
徒
と
教
師
が
、

足
も
と
か
ら
平
和
と
人
権
、
青

春
を
見
つ
め
よ
う
と
十
年
前
か

ら

「幡
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
つ
く

り
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
、

埋
も
れ
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
し

て
き
た
。
映
画
は
、
戦
前
の
朝

鮮
人
強
制
連
行
の
実
態
を
調
べ

る
過
程
で
、
在
日
朝
鮮
人
高
校

生
と
の
出
会
い
、
韓
国
へ
の
旅

を
タ
テ
糸
に
、
友
情
、
真
実
の

苛
酷
さ
、
そ
れ
等
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
若
者

た
ち
、
彼
ち
を
育
む
自
然
や
家

族
た
ち
を
ヨ
コ
糸
に
、
青
春
を

生
き
る
若
者
た
ち
の
姿
が
生
き

い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

監
督
は
、
「
ビ
キ
ニ
の
海
は

日
本
で
最
も
澄
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
四
万
十
川

忘
れ
な
い
」
(
日
本
映
画
ペ
ン

ク
汚
ブ
優
秀
作
品
)
の
森
康
行
、

「
潤
の
街
」
(
文
化
庁
優
秀
映

画
作
品
)
の
撮
影
監
督
の
金
徳

哲
さ
ん
二
人
が
監
督
す
る
共
同

作
品
。
ナ
レ
ー
タ
ー
は
名
優
・

井
川
比
佐
志
。

〈
あ
、
り
す
じ
〉

四
万
十
川
下
流
域
の
中
村

市
。
彼
ら
が
通
学
し
て
い
る
土

手
、
中
流
域
の
西
土
佐
村
の
鉄

道
(
四
江
川
線
)
、
よ
流
の
大

正
町
に
あ
る
津
賀
ダ
ム
な
ど
、

戦
時
中
に
多
く
の
朝
鮮
人
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
と
と
を
知
っ
た

戦争
中
兵
器務
停
って
い
た

地
下
海
務
調
べ
る
幡
ゼ
ミ

緯
国
義
れ
福
ゼ
ミ
義

国
の
若
者
は
、
古
典
舞
踊
で

歓
迎
し
て
く
れ
た

、，... ・蜘
4 

，ff 

「シ
ニ
ア
の
た
め
の
安

全
ガ
イ
ド」

を
作
成

食
希
望
者
に
配
布
食

制
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は

こ
の
ほ
ど
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
を
減
ら
す
乙
と
を
目
的

に
、
、
自
分
自
身
の
運
転
関
連

能
力
の
変
化
を
自
分
で
知
る

H

自
己
診
断
タ
イ
プ
H

の
交
通

(第3種郵便物毘可)

外
米
に
合
う

サ
フ
ラ
ン
は
、
世
界
に
数

あ
る
ス
パ
イ
ス
の
中
で
、
最

も
高
価
な
も
の
で
す
。
ス
パ

イ
ス
に
は
、
花
の
雌
レ
ベ
を

用
い
ま
す
。
約
問
本
の
雌
し

べ
で
も
、
た
っ
た
の
1
グ
ラ

ム
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
サ
フ
ラ
ン
に
は
普

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
違
和
物
、

増
量
剤
な
ど
が
混
ぜ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
い
く
つ
か
を
上
げ
て

み
ま
す
午

l
。

着
色
し
た
ワ
ッ
ク
ス
の
細

片
、
ヤ
ナ
ギ
の
根
、
サ
フ
ラ

第 1066雪

ワ
l
(紅
花
)
の
花
、
き
九

せ
ん
か
の
花
弁
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
毛
、
合
成
タ
l
ル
系

色
素
で
着
色
し
た
も
の
な
ど

.・・
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
添
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

サ
フ
ラ
ン
は
、
ク
ロ
ッ
カ

ス
に
よ
く
似
た
、
ア
ヤ
メ
科

の
植
物
で
す
。
ク
ロ
ッ
カ
ス

は
、
春
に
吃
が
咲
き
ま
す
が
、

サ
フ
ラ
ン
は
秋
に
咲
き
ま

す
。
雌
し
べ
が
違
う
の
で
、

ク
ロ
ッ
カ
ス
と
の
見
分
け
は

簡
単
で
す
。
花
の
開
花
期
は

回
目
聞
と
短
い
の
で
、
素
早

く
収
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
開
花
後
、
鮮
や
か
な

の
3
本
の
雌
し
べ
(
柱
頭
)

を
手
で
探
取
し
、
乾
燥
し
ま

す。
サ
フ
ラ
ン
に
は
、
季
節
の

昌
子
侵
の
咲
く
花
と
し
て
の、

サ
フ
ラ
ン
に
は
独
特
の
芳

香
が
あ
り
、
乙
れ
を
楽
し
ん

だ
時
代
も
あ
り
ま
す
。
ギ
リ

シ
ア

・
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、

zuusdE 

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

『
花
の
女
神
フ
ロ
ア
は
、
晩

秋
に
な
る
と
野
草
が
枯
れ
て

花
が
な
い
と
、
子
羊
た
ち
が

昼
寝
の
祷
に
寂
し
い
だ
ろ
う

と
思
い
や
り
、
こ
の
花
を
咲

か
せ
た
』
と
い
う
も
の
で
す
。

劇
場
や
公
会
堂
の
床
に
サ
フ

ラ
ン
を
香
料
と
し
て
散
布
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

サ
フ
ラ
ン
か
ら
作
っ
た
お

茶
は
、
精
を
つ
け
、
人
を
楽

天
的
に
す
る
も
の
だ
と
考
、
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
回
世
紀

安
全
小
冊
子
「
シ
ニ
ア
の
た
め

の
安
全
ガ
イ
ド
」
を
作
成
、
希

望
者
に
国
布
し
て
い
る
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な

か
、
五
年
後
、
十
年
後
に
高
齢

者
と
な
る
年
齢
層
は
、
現
在
の

高
齢
者
層
よ
り
も
格
段
に
免
許

の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
陽
気
な

人
達
を
「
サ
フ
ラ
ン
の
寝
床

に
穫
て
い
た
奴
」
な
ど
と
呼

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た

サ
フ
ラ
ン
茶
を
カ
ナ
リ
ア
の

水
に
入
れ
た
り
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
女
性
た
ち
は
、
手
足

を
丈
夫
に
す
る
目
的
で
、
シ

砂139‘
ー
ツ
を
サ
フ
ラ
ン
で
染
め
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
フ
ラ
ン
は
、
や
や
刺
激

的
な
芳
香
が
あ
り
ま
す
が
、

一
番
の
特
徴
は
伺
と
言
っ
て

も
鮮
や
か
な
黄
樺
色
の
着
色

性
で
す
。
色
素
成
分
は
、
唐

タ
イ
の
巻
⑮

五
月
下
旬
に
今
年
ニ
回
目

の
タ
イ
に
行
っ
て
来
た
。
行

っ
た
先
は
ス
リ
ン
県
に
あ
る

タ
ク
ラ
ン
村
で
あ
る
。
隣
国

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
食
文
化
が
色

濃
い
地
域
で
あ
る
。
主
食
は

も
ち
米
も
あ
る
り
れ
ど
大
部

分
は
バ
ン
コ
ク
と
同
じ
う
る

ち
米
で
あ
る
。
な
お
か
つ
乙

の
国
の
一
等
米
カ
オ

・
ホ
ー

ム
・
マ
リ
の
生
産
地
で
も
あ

る
。
ヵ
ォ

・
ホ
ー
ム
・
マ
リ

と
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
花
の
香
り

が
す
る
ほ
ど
美
味
し
い
米
と

い
う
意
味
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。

こ
の
香
り
こ
そ
タ
イ
人
の
人

々
に
と
っ
て
は
美
味
し
い
象

徴
と
な
り
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
「
変
な
匂
い
」
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
園
に
移
り
住

ん
だ
日
本
人
ま
で
も
、
初
め

の
ほ
ん
の
短
い
間
「
ち
ょ
っ

と
変
?
」
(
初
体
験
香
り
だ

な
あ
・:
)
と
思
う
だ
け
で
、

あ
と
は
「
乙
ん
な
美
味
し
い

お
米
を
日
本
の
人
た
ち
は
何

故
ま
ず
い
と
言
う
の
か
し
ら

ね
え
」
と
い
う
と
と
と
な
る
。

あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
、
そ
の

地
域
、
そ
の
風
土
に
合
っ
て

こ
そ
お
米
は
美
味
し
く
な
る

の
で
あ
る
。

保
有
率
が
高
く
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
急
増
し
て
い
く
と
考
え

ろ
れ
る
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は

自
分
の
機
能
低
下
に
気
づ
か
な

い
こ
と
が
多
く
、
ぞ
れ
が
事
故

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

同
開
子
で
は
、
身
体
の
機
能
、

運
転
時
の
判
断
、
運
転
知
識
な

ど
に
つ
い
て
質
問
を
設
定
、
自

己
採
点
、
そ
れ
を
基
に
専
門
家

が
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
形
式
を

辛
子
や
パ
プ
リ
カ
と
は
異
な

り
、
水
に
よ
く
溶
け
る
性
質

で
す
。
世
界
の
サ
フ
ラ
ン
を

使
っ
た
料
理
を
見
ま
す
と
、

水
を
加
え
て
炊
く
ピ
ラ
フ
、

パ
エ
リ
ア
な
ど
の
ご
飯
料

理
、
ブ
イ
ヤ
ベ

l
ス
、
シ
チ
ュ

ウ
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
。
魚

介
類
に
合
う
の
で
、
イ
タ
リ

ア
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の
地
中

海
料
理
の
特
徴
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
外
米
が
食
卓
に
上
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
数
ヶ
月
、
外

米
に
良
く
合
う
ス
パ
イ
ス
と

し
て
、
パ

ニ
ッ
ク
的
に
売
れ

て
い
る
状
態
で
す
。

(
資
料
提
供

・ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
一
吉
附
/
本
文
・
武

政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細
田

貞

一
)

さ
て
ス
リ
ン
県
の
美
味
し

い
食
べ
物
と
言
え
ば
、
プ
ラ

l
・
ラ
l
か
も
し
れ
な
い
。

淡
水
魚
に
塩
を
し
、
ご
飯
と

合
わ
せ
発
酵
さ
せ
た
調
味
料

で
日
本
で
は
な
れ
ず
し
と
き

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ス
リ
ン
で
は
ラ
オ
ス
語
の

「パ

・
ラ
l
」
と
呼
ば
れ
、

実
に
様
々
な
料
理
に
使
わ
れ

れ多国B本@傘弗ずL
漬けすぎたみそ漬けの魚は

みそ釘りの魚は、食べごろ
が 1~3 日とけっこう短く、

l週間もおくと身はしまりす
ぎ、辛くなってしまう。酒と
水を同岱にまぜ、煮切りし(一
度沸騰させ冷ます)乙れに魚
を浸すと不思搬においしさを
とりもどす。

回大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

アピ一フテ

て
い
る
。
こ
の
パ

・
ラ
!
の
原
料
と

な
る
淡
水
魚
は
何
な
の
か
村

で
ご
馳
走
に
な
る
度
に
聞
く

け
れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
答
は

「
あ
っ
ち
の
池
で
捕
っ
た
魚

だ
よ
」
と
か
「
市
場
で
買
っ

た
」
と
か
で
魚
の
名
を
知
ち

な
い
。
乾
期
の
終
り
の
こ
の

時
期
、
タ
ク
ラ
ン
村
へ
の
途

中
の
溜
池
で
村
人
が
総
出
で

魚
捕
り
を
し
て
い
た
。
捕
れ

た
の
を
見
れ
ば
プ
ラ
1
・
ニ

ン
会
ア
ラ
ビ
ア
)
と
プ
ラ
l
・

チ
ョ
ン
(
雷
魚
)
だ
っ
た
か

ち
、
最
近
は
聾
殖
魚
と
し
て

手
に
入
り
や
す
い
プ
ラ
1
・

ニ
ン
が
パ

・
ラ
ー
の
原
料
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

、
ν酸
味
の
出
た
パ

・
ラ
ー
を

つ
ぶ
し
、
輪
切
り
眉
辛
子
と

み
じ
ん
切
り
の
ニ
ン
ニ
ク
と

合
え
た
の
が
最
も
素
朴
な
調

理
方
法
。
生
の
キ
ャ
ベ
ツ
、

イ
ン
ゲ
ン
、
ナ
ス
な
ど
の
野

菜
類
、
そ
し
て
頭
ご
と
丸
焼

き
に
し
た
プ
ラ
l
・
ド
ッ
ク

(
ナ
マ
ズ
)
に
つ
け
て
食
べ

る
「
ナ
ム

・
プ
リ
ッ
ク
・
パ

・
ラ
l
」
は
美
味
だ
っ
た
。

(戸
田
杏
子〉

と
り
、
気
軽
に
自
己
診
断
、
安
し
て
切
手
(
l、
2
冊
川
円
、
3
、

全
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
4
開
制
円
、
5
冊
以
上
川
円
)

る
。
監
修

・
小
林
貫
(
岡
国
際
を
同
封
、

干
山
千
代
田
区
神
田

交
通
安
全
学
会
・
主
任
研
究
淡
路
町
2
1
9
日
本
損
害
保

員
)
。
A
四
判
三
十
日
1
0
険
協
会

・
安
全
技
術
部
。
六
月

希
望
者
は
郵
送
料
の
一
部
と
来
日
ま
で
に
。

szzz$ZZ8888zszzzzszzzzszzzzZ8888Gzzzzzg仇

e
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出
廷
一
頭
訓
州
劃
川
伝
一
涯
一
一

-』一一一一一一一一一三一一一=

同
日
附
i
幻
自
問
西
武
池

袋
庖
6F
ザ
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
l
ア
l
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大

作
か
ら
小
品
ま
で

ω数
点
を
屋

覧

無

料
'v英
4

藷
無
料
体
験
レ
ッ
ス

、
/
同
日
回
目
時
泊
分
東
京
Y

W
C
A
会
館
(
御
茶
ノ
水
駅
5

分
)
中
2
、
3
程
度
の
語
学

力
の
あ
る
人
申
込
み
・:
同
会

館
宮
m
-
3
4
9
3
・
5
4
2

日
川
凶

V
T
0
H
A
N
E
C
O
 

B
O
O
K
F
A
I
R
 

叩
白
幽
i
ロ
日
間
叩
時
i
口

時
叩
分
(
凶
日
ロ
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家族のこころが、受け継がれる家で京家の中心に設けた大きな“蔵"は、いま

までになかった、まったく新しい空問。その役割は、日用品などを納める生活収納にとどまりません。

‘‘蔵"1立、蔵書や記念、の品、由緒ある品々、ご両親の愛着の品なと思い出や家風、愛情までもしまっ

ておける、いわば家族の気持ちのよリどころになります二三世代の財産を保管することで、家族のこ

ころが受け継がれ、家族の歴史や文化は末永くイ云わることでしょう。お子さまも、自然とモノの価値

観を養うことができます二こころの豊カ、さを大切にする「蔵のある家jは、幸せを育む住まいですL

可両 側 同

蔵のある稼 句写.，ニ(j.-lSf土磁外出むのの'11:1れています
ョ北，毎必・9蝿~!![で"眼健いFニして必リまぜん多雷泡巨て11-es.f全樽 1生舗の:.'.iリSす

還問.，るl!:(セラミyク).写.に1:.-&1"全得外のものか宮まれています

マ:lUhl.，4'縄燈珪わ""多官燈巨てt:眠買いたして釘IIJtさん

のこすべき財産がある。家には、ったえ、

空間を自由に、美しく楽しめる家で京大きな“蔵"のおかげで、部屋はすっきり、

美しく暮らせますL空間を広く、大きく使えるため、季節や来客に応じてのしつらいも自由。趣味に

取り組む余裕も生まれ、道楽も深められることでしょう。個性に合わせて暮らせますから、どんな

ライフスタイルにも、また年々変化していくライフステージにもしなやかに対応できます二心地よい

吹き抜けを設けているため、大きなタペストリーも飾れる天井の高い部屋など、空間への新提案

も盛り込んだ「蔵のある家J。ゆとりある空間で、ゆとりある生活をいつまでも実現できる住まいてる乱

~大切な土地だから、居住空間は有効に使いたい。 資斜進呈 E のある軍Jの歯科令差し上げます二希望の方はハガ
キに住所 ・氏名年齢土地町有費者・I査当する番号をニle入のうえお由

⑤低金利だからこそ、住宅ローンを上手に使いたL、。 し込みくだ8い 〒165東京都中野北郵便局局留ミサワホーム資料室
...  ム・・晶_.晶今 a ・h 噌

る将来、家族が増えても対応できる住まいlこしたL、 :. r :;e.::'4，':'シ占高不在日内心
II"."， I..~" 含 ln ，ぜん). 、，ftl寄りの‘"つ'ームヘわ守L含，

①由緒あるモノ、家族の思い出の品は大切にしたい。

②いろいろとモノが増えてきて、収納に因っている。

③リビングや和室は、すっきり、広ぴろと使いたい。

「蔵のある家」は、
こんなご家族にお勧めしま90

*1選者11分は、 f;fi~奇:1:しての使)1 11まで.きません。

同耕j帽でム&今年こそ、せ2ひとも新居を建てたいと思っている。4笠王呈整頓とモノを大切にする習慣をしつけたL'0 資料請求の際に、該当する番号をお答えください。


